
卷
二
（
承
前
）

狀
元
錢
福

弘
治
三
年
庚
戌　

廷
試
錢
福
等
二
百
九
十
八
人
、
擢
錢
福
第
一
。

按
、
錢
福
、
字
與
謙
、
號
鶴
灘
、
直
隷
華
亭
人
。
少
而
頴
異
。
及
長
、
隆
準
秀
目
、

志
意
高
遠
。
丙
午
中
鄕
試
、
入
國
學
、
屢
試
首
多
士
。
庚
戌
禮
部
試
第
一
、
爲
文
不

屬
草
。
廷
試
策
三
千
餘
言
、
辭
理
精
確
、
若
宿
構
然
。
彌
封
官注
①

以
無
藁
難
之
、
衆
謂

科
場
必
欲
其
藁注
②

者
、
防
代
作
也
。
今　

殿
陛
間注
③

萬
目
所
視
、
何
嫌
之
避
。
閣
老
劉
文

穆
徤注
④

得
之
、
贊
不
容
口
、
請
于　

上
賜
第
一
。
時
年
三
十
。
幼
時
病
劇
、
父
夢
人
語

曰
、
爾
子
吳
寬
也
。
時
吳
文
定
尚
家
食
、
後
連
擧
省
殿
二
元
、
與
文
定
相
符
。　
狀

元
記
事注
⑤

初
赴
試
入
京
、
寓
於
民
家
。
其
室
中
有
神
像
、
神
夜
托
夢
于
其
主
、
求
他
徙

曰
、
有
狀
元
在
、
吾
不
能
安
逸
也
。
狀
元
錄注
⑥

宋
時
華
亭
學
有
狀
元
坊注
⑦

、
爲
衞
涇注
⑧

立
也
。

景
泰
間
、
葉
守
冕
重
建
於
豐
樂
橋
下
、
題
其
柱
曰
、
九
重
華
選
魁
多
士
、
千
古
清
風

啓
後
人注

⑨

。
時
以
爲
攀
援
、
葢
江※

非
華
亭
産
也
。
弘
治
己
酉
、
西
門
火
坊
爲
延
燎
、
市

人
譁
曰
、
燒
却
假
狀
元
、
出
眞
狀
元
矣
。
明
年
福
果
魁
天
下
。
讖
緯
之
言
、
亦
有
不

誣
。

　

是
榜
兄
弟
同
登
者
、
莆
田
方
良
永
、
良
節
、
秀
水
陶
煦
、
陶
照
、
同
父
母
、
吉
水

彭
杰
、
彭
桓
、
興
國
徐
鉞
、
徐
鈺
則
同
祖
。

【
校
勘
】「
江
」
は
、「
涇
」
の
誤
り
。

福
岡
教
育
大
学
紀
要　

第
59
号　

第
一
分
冊　

 （
31
） ―

 （
54
） 

二
〇
一
〇

『
明
状
元
図
考
』
訳
注
（
稿
）　

三

M
ing  zhuang-yuan  tu-kao （3
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弘
治
三
年
（
一
四
九
〇
）、
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
銭
福
等
二
百
九
十
人
で
あ
り
、

銭
福
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
銭
福
は
、
字
は
与
謙
、
号
は
鶴
灘
、
直
隷
華
亭
の
人
で
あ
る
。
幼
い

と
き
か
ら
才
能
が
抜
き
ん
で
て
い
た
。
成
長
す
る
と
、
鼻
が
高
く
秀
で
た
目
つ
き
と

な
り
、
こ
こ
ろ
ば
え
は
高
遠
で
あ
っ
た
。
成
化
二
十
二
年
（
一
四
八
六
）
郷
試
に
合

格
し
、
国
子
監
に
入
学
す
る
と
、
試
験
で
多
く
の
学
生
達
の
中
で
た
び
た
び
首
席
と

な
っ
た
。
弘
治
三
年
会
試
で
第
一
位
と
な
っ
た
と
き
、
答
案
を
作
成
す
る
の
に
草
稿

を
書
か
な
か
っ
た
。
廷
試
の
対
策
は
三
千
言
余
り
で
、
文
章
内
容
と
表
現
の
精
確
さ

は
、
ま
る
で
事
前
に
準
備
し
た
文
章
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
弥
封
官
［
の
一
人
］
は
草

稿
が
無
い
こ
と
を
責
め
た
が
、［
彼
以
外
の
］
多
く
の
人
々
は
、「
試
験
場
で
草
稿
を

必
要
と
す
る
の
は
、
代
作
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
今
、
宮
殿
の
中
、
衆
人
環
視

の
場
で
、
い
か
な
る
嫌
疑
を
避
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。」
と
言
っ
た
。
閣
老
の
劉

健
（
字
は
希
賢
、
洛
陽
の
人
、
天
順
四
年
進
士
）
は
こ
れ
（
銭
福
の
対
策
）
を
手
に

す
る
と
、
称
賛
の
言
葉
す
ら
な
く
、
皇
帝
に
第
一
位
を
賜
う
よ
う
請
願
し
た
。
こ
の

時
、
三
十
歳
で
あ
っ
た
。［
銭
福
が
］
幼
少
時
に
重
い
病
気
に
か
か
っ
た
際
、
父
が

見
た
夢
で
、
あ
る
人
が
「
お
前
の
子
は
呉
寛
（
既
出
）
で
あ
る
ぞ
。」
と
語
り
か
け

て
き
た
。
当
時
、
呉
寛
は
ま
だ
仕
官
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
は
会
試
と
殿
試
で

連
続
し
て
首
席
と
な
っ
た
、［
そ
の
点
で
］
文
定
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

『
状
元
記
事
』
話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、［
銭
福
は
］
試
験
に
赴
く
た
め
京
師
に

入
っ
て
、
民
家
に
寄
寓
し
た
。
そ
の
家
に
は
神
像
が
有
り
、［
そ
の
］
神
は
夜
そ
の

宿
の
主
人
の
夢
に
現
れ
て
、
彼
（
銭
福
）
に
他
所
に
移
っ
て
く
れ
る
よ
う
求
め
て

言
っ
た
、「
状
元
が
居
る
と
、
わ
し
は
落
ち
着
か
ぬ
。」
と
。

　

『
状
元
録
』
宋
代
、
華
亭
儒
学
に
状
元
坊
が
あ
っ
た
。
衛
涇
の
た
め
に
立
て
た
も

の
で
あ
る
。
景
泰
年
間
に
、
松
江
知
府
の
葉
冕
（
字
は
拱
辰
、
上
虞
の
人
、
正
統
十

年
進
士
）
が
豊
楽
橋
の
下
に
重
建
し
、
そ
の
柱
に
、「［
衛
涇
は
］
朝
廷
で
顕
貴
な
職

位
を
得
て
多
く
の
士
の
頂
点
に
立
っ
た
、
と
こ
し
え
の
清
風
は
後
人
を
啓
発
し
続
け

る
で
あ
ろ
う
」
と
題
し
た
。
時
人
は
郷
土
び
い
き
［
の
こ
じ
つ
け
］
だ
と
思
っ
た
。

つ
ま
り
、
涇
は
華
亭
の
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
弘
治
二
年
、
西
門
か

ら
出
た
火
が
街
ま
で
延
焼
し
た
。
市
場
の
人
々
は
か
ま
び
す
し
く
言
っ
た
、「
偽
の

状
元
を
焼
き
払
っ
た
ら
、
真
の
状
元
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
。
翌
年
、
果
た
し

て
銭
福
が
天
下
第
一
と
な
っ
た
。
讖
緯
の
言
葉
も
偽
り
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
榜
で
は
兄
弟
が
同
時
に
合
格
し
た
者
と
し
て
、
莆
田
の
方
良
永
（
字
は
寿

卿
）
と
良
節
（
字
は
介
卿
）、
秀
水
の
陶
煦
（
字
は
時
和
）
と
陶
照
（
字
は
時
明
）

が
両
親
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
吉
水
の
彭
杰
（
字
は
景
俊
）
と
彭
桓
（
字
は
景
武
）、

興
国
の
徐
鉞
（
字
は
用
寧
）
と
徐
鈺
（
字
は
用
礪
）
は
祖
父
が
同
じ
で
あ
っ
た
。

【
注
】
①
彌
封
官
…
…
郷
試
、
会
試
、
殿
試
の
際
に
、
受
験
生
が
提
出
し
た
答
案
の
姓
名
や

三
代
履
歴
と
い
っ
た
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
が
書
か
れ
た
部
分
を
封
印
す
る
作
業
を
監
督

し
た
役
人
。
こ
の
科
の
弥
封
官
は
、
礼
部
左
侍
郎
賈
斌
以
下
八
名
で
あ
っ
た
。　
　

②
科
場

必
欲
其
藁
～
…
…
『
明
太
祖
実
録
』
巻
百
六
十
「
洪
武
十
七
年
三
月
戊
戌
朔
」
に
、「
擧
人
試

卷
及
筆
墨
硯
自
備
。
毎
場
草
卷
正
卷
各
紙
十
二
幅
、
首
書
三
代
姓
名
、
及
其
籍
貫
年
甲
所
習
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經
書
。
在
內
赴
應
天
府
、
在
外
赴
布
政
司
印
卷
。
會
試
、
殿
試
赴
禮
部
印
卷
。」
と
あ
っ
て
、

殿
試
に
お
い
て
も
草
稿
を
書
く
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。　
　

③
殿
陛
間
…
…
当
時
の
殿

試
は
奉
天
殿
で
挙
行
さ
れ
た
。
な
お
、
奉
天
殿
は
嘉
靖
三
十
六
年
に
消
失
し
、
再
建
後
名
称

を
皇
極
殿
に
改
め
、
四
十
一
年
以
後
こ
こ
で
殿
試
が
挙
行
さ
れ
た
。　
　

④
閣
老
劉
文
穆
徤

…
…
『
弘
治
三
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）
に
よ
れ
ば
、
劉
は
こ
の
科
の

読
巻
官
十
三
名
の
内
の
一
人
。
官
は
礼
部
右
侍
郎
兼
翰
林
院
学
士
で
席
次
は
十
番
目
で
あ
っ

た
。　
　

⑤
狀
元
記
事
…
…
未
見
。　
　

⑥
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元
録
』
巻
四
。
字

句
に
わ
ず
か
な
異
同
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。　
　

⑦
狀
元
坊
…
…
状
元
の
郷
里
な

ど
に
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
て
建
立
し
た
牌
坊
。
状
元
の
出
身
地
の
各
地
に
あ
っ
た
。　
　

⑧

衞
涇
…
…
宋
の
人
。
字
は
清
叔
、
華
亭
の
人
、
淳
熙
十
一
年
の
状
元
。　
　

⑨
九
重
華
選
魁

多
士
、
千
古
清
風
啓
後
人
…
…
（
訓
読
）「
九
重
の
華
選
は
多
士
に
魁
た
り
て
、
千
古
の
清
風

は
後
人
を
啓
か
ん
」

【
補
説
】
図
は
『
状
元
記
事
』
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

狀
元
毛
澄

弘
治
六
年
癸
丑　

廷
試
、
汪
俊
等
二
百
九
十
八
人
。
擢
毛
澄
第
一
。

按
毛
澄
、
字
憲
清
、
號
三
江
、
直
隷
崑
山
人
。
少
不
利
於
有
司
、
年
三
十
四
、
擧
殿

元注
①

及
第
、
授
脩
撰
。
年
六
十
三
卒
于
道
。　

崑
山
志注
②

宋
淳
煕
中
崑
山
有
一
道
人
、
誦

讖
云
、
潮
過
夷
亭注
③

出
狀
元
。
知
縣
葉
子
强
遂
建
問
潮
舘
於
駟
馬
橋
下
。
後
潮
復
遠
過

夷
亭
。
癸
丑
丙
辰
二
科
、
毛
、
朱
皆
狀
元
。
人
謂
舊
讖
之
應
云
。

　

弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
汪
俊
（
字
は
抑
之
、
弋
陽
の

人
）
等
二
百
九
十
八
人
で
あ
り
、
毛
澄
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
毛
澄
は
、
字
は
憲
清
、
号
は
三
江
、
直
隷
崑
山
の
人
で
あ
る
。
若
い

時
は
受
験
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
三
十
四
歳
で
状
元
及
第
し
、
修
撰
を
授
け

ら
れ
た
。
六
十
三
歳
の
時
に
［
致
仕
し
て
郷
里
に
送
ら
れ
る
］
道
中
に
卒
し
た
。

　

『
崑
山
志
』
南
宋
の
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）、
崑
山
に
一
人
の
道
士
が

い
て
、
予
言
を
唱
え
て
言
っ
た
、「
潮
が
夷
亭
を
過
ぎ
れ
ば
状
元
が
出
る
。」
と
。
知

県
の
葉
子
強
（
龍
泉
の
人
）
は
か
く
て
問
潮
館
を
駟
馬
橋
の
た
も
と
に
建
て
た
。

後
、
潮
が
ま
た
は
る
か
夷
亭
を
越
え
た
。
弘
治
六
年
と
九
年
の
二
科
で
、
毛
澄
と
朱

希
周
が
と
も
に
状
元
と
な
っ
た
。
人
々
は
昔
の
予
言
が
当
た
っ
た
の
だ
と
言
っ
た
。

【
注
】
①
殿
元
…
…
状
元
に
同
じ
。　
　

②
崑
山
志
…
…
諸
書
に
引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
原

典
は
未
見
。　
　

③
夷
亭
…
…
亭
の
名
と
と
っ
て
よ
い
の
か
未
詳
。

【
補
説
】
図
は
、『
崑
山
志
』
の
内
容
に
基
づ
き
、
問
潮
館
で
夷
亭
を
越
え
て
満
ち
て
く
る
潮

を
眺
め
る
様
子
で
あ
ろ
う
。



鶴　成　久　章 （ 34 ）

狀
元
朱
希
周

弘
治
九
年
丙
辰　

廷
試
陳
瀾
等
二
百
九
十
八
人
。
擢
朱
希
周
第
一
。

按
、
希
周
、
字
懋
忠
、
號
玉
峰
、
直
隷
崑
山
人
。
赴
會
試
見
月
華
五
色
甚
麗
。
又
某

氏
夢
文
天
祥注
①

來
、
周
主
其
家
。
葢
天
祥
宋
丙
辰
狀
元
也
。
有
卜
新
狀
元
者
、　

太
祖

姓
中
求
文
武注
②

。
葢
公
姓
名
也
。
年
二
十
四　

廷
試
第
一
、
累
官
吏
部
尚
書
。
臨
終
戒

其
子
、
不
得
請
恩
于　

朝
、
願
無
以
文
爲
謚
犯
父
之
諱
。
卒
年
八
十
四
、
贈
太
子
太

保
、
謚
恭
靖
。　

庚
巳
編注
③

吴
人
舊
傳
云
、
穹
窿
石
移
、
狀
元
來
歸
。
弘
治
乙
卯
、
城

西
穹
窿
山
、
風
雨
中
一
大
石
自
走
下
、
見
者
驚
呼
、
乃
止
。
明
年
公
應
其
兆
。
計
石

移
時
、
公
猶
爲
諸
生
云
。

　

是
科
進
士
有
孟
春
、
季
春
、
夏
鼎
、
周
鼎
。
閣
老
李
東
陽注
④

口
占
云
、
孟
春
、
季

春
、
惟
少
仲
。
夏
鼎
、　

周
鼎
、
獨
無
商
、
天
然
奇
句
也
。

　

弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
陳
瀾
（
字
は
本
初
、
山
陽
の

人
）
等
二
百
九
十
八
人
で
あ
り
、
朱
希
周
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
希
周
は
、
字
は
懋
忠
、
号
は
玉
峰
、
直
隷
崑
山
の
人
で
あ
る
。
会
試

に
赴
い
た
際
、
月
の
光
を
見
る
と
五
色
に
光
り
輝
い
て
非
常
に
麗
し
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
あ
る
人
が
文
天
祥
が
や
っ
て
来
る
夢
を
見
た
［
後
で
］、
希
周
は
そ
の
家
に

宿
っ
た
。
思
う
に
、
天
祥
は
南
宋
の
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）
の
状
元
で
あ
っ
た
。

新
し
い
状
元
を
占
う
者
が
い
て
、［
そ
の
結
果
は
］
太
祖
の
姓
（
朱
氏
）
で
、
文
王
・

武
王
［
の
事
績
を
］
希
求
す
る
者
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。［
そ
れ
は
］
何
と
公
の

姓
名
で
あ
っ
た
。
二
十
四
歳
の
時
に
廷
試
で
第
一
位
と
な
り
、
昇
進
し
て
吏
部
尚
書

と
な
っ
た
。
臨
終
の
際
に
子
供
に
、
恩
寵
を
朝
廷
に
請
う
て
は
な
ら
な
い
、
文
を

［
私
の
］
謚
に
す
る
こ
と
で
父
の
諱
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
戒
め
た
。
卒

年
は
八
十
四
歳
、
太
子
太
保
を
贈
ら
れ
、
恭
靖
と
謚
さ
れ
た
。

　

『
庚
巳
編
』
呉
の
人
々
に
は
古
く
か
ら
、「
穹
窿
山
の
石
が
移
動
す
る
と
、
状
元

が
帰
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
）、
街
の

西
の
穹
窿
山
で
、
風
雨
の
中
、
大
石
が
一
つ
自
然
に
動
い
て
転
げ
落
ち
た
、［
そ
れ

を
］
見
た
者
が
驚
い
て
叫
ぶ
と
や
っ
と
止
ま
っ
た
。
翌
年
、
公
が
そ
の
予
言
に
応
じ

た
の
で
あ
る
。
石
が
移
動
し
た
時
期
を
計
算
す
る
と
、
公
は
ま
だ
生
員
の
頃
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
科
の
進
士
に
は
、
孟
春
（
字
は
允
之
、
沢
州
の
人
）、
季
春
（
字
は
体
仁
、

高
郵
の
人
）、
夏
鼎
（
字
は
汝
梅
、
貴
渓
の
人
）、
周
鼎
（
字
は
定
之
、
茶
陵
の
人
）

が
い
た
。
閣
老
の
李
東
陽
（
字
は
賓
之
、
号
は
西
涯
、
茶
陵
の
人
、
天
順
八
年
進

士
）
は
即
興
で
言
っ
た
、「
孟
春
、
季
春
、
た
だ
仲
［
春
］
を
欠
く
の
み
。
夏
鼎
、

周
鼎
、
ひ
と
り
商
（
殷
王
朝
）
の
み
無
し
。」
と
。
天
然
の
奇
句
で
あ
る
。

【
注
】
①
文
天
祥
…
…
南
宋
末
の
忠
臣
。
字
は
宋
瑞
、
号
は
文
山
、
吉
州
（
江
西
省
吉
安
）

の
人
。　
　

②
文
武
…
…
周
の
文
王
と
武
王
。　
　

③
庚
巳
編
…
…
巻
九
「
瑞
蓮
」
に
見
え

る
。「
風
雨
中
一
大
石
自
走
下
、
見
者
驚
呼
、
乃
止
」
の
部
分
が
、「
風
雨
中
、
有
大
石
自
」

と
な
っ
て
い
る
。　
　

④
閣
老
李
東
陽
…
…
こ
の
科
の
読
巻
官
十
二
名
の
う
ち
の
一
人
。
官

は
礼
部
右
侍
郎
兼
翰
林
院
侍
読
学
士
で
席
次
は
八
番
目
で
あ
っ
た
。
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【
補
説
】
図
は
、
文
天
祥
が
や
っ
て
来
る
夢
を
見
た
者
の
家
に
宿
を
借
り
よ
う
と
す
る
場
面

で
あ
ろ
う
。

狀
元
倫
文
叙

弘
治
十
二
年
己
未　

廷
試
倫
文
叙
等
三
百
人
。
擢
倫
文
叙
第
一
。

按
文
叙
、
字
伯
疇
、
廣
東
南
海
人
。
年
三
十
三
狀
元
及
第
。
正
德
癸
酉
主
應
天
鄕

試
、
仕
至
諭
德
尋
卒
。　

陸
深
文
集注
①

長
子
以
諒
解
元
登
第
、
以
訓
丁
丑
會
元　

殿
試

第
二
、
少
子
以
詵
登
進
士
。
一
家
之
中
、
父
子
兄
弟
並
策
名
魁
元
策
名注
②

、
當
世
如
南

海
之
倫
氏
、
前
乎
未
之
有
也
。
故
天
下
稱
之
曰
、
三
倫
。　

狀
元
紀
事注
③

廣
州
城
南
、

隔
河
有
地
名
河
南
。
相
傳
云
、
河
南
人
見
面
、
廣
東
狀
元
見
。
是
歲
大
旱
、
海
珠
寺注
④

露
南
岸
人
往
來
對
見
、
文
叙
魁
天
下
。

　

弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
倫
文
叙
等
三
百
人
で
あ
り
、

倫
文
叙
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
文
叙
は
、
字
は
伯
疇
、
広
東
南
海
の
人
で
あ
る
。
三
十
三
歳
の
年
に

状
元
で
及
第
し
た
。
正
徳
八
年
（
一
五
一
三
）
に
は
応
天
府
郷
試
の
主
考
官
を
務

め
、
諭
徳
に
ま
で
昇
進
し
た
後
に
卒
し
た
。

　

『
陸
深
文
集
』
長
男
の
以
諒
（
字
は
彦
周
、
正
徳
十
五
年
進
士
）
は
［
正
徳
十
一

年
広
東
郷
試
に
］
解
元
で
登
第
し
、
以
訓
（
字
は
彦
式
）
は
正
徳
十
二
年
の
会
元
で

殿
試
で
は
榜
眼
で
あ
り
、
少
子
以
詵
（
字
は
彦
羣
）
も
進
士
と
な
っ
た
。
一
家
の
う

ち
父
子
兄
弟
が
み
な
高
位
で
科
挙
に
合
格
す
る
と
い
う
、
当
世
の
南
海
の
倫
氏
の
よ

う
な
こ
と
は
、
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
天
下
［
の
人
々
］
は
彼
ら
を

「
三
倫
」
と
呼
ん
だ
。

　

『
状
元
紀
事
』
広
州
城
の
南
の
河
を
隔
て
た
所
に
河
南
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
、「
河
南
を
人
が
目
に
す
る
と
広
東
に
状
元
が
現
れ
る
。」
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
っ
た
。
こ
の
年
は
大
変
な
旱
魃
で
［
河
の
中
洲
に
在
っ
た
］
海
珠
寺
の
南
岸
が
露

わ
に
な
り
、
人
々
が
行
き
来
す
る
際
に
そ
れ
を
眼
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
文
叙
が
天

下
第
一
と
な
っ
た
。

【
注
】
①
陸
深
文
集
…
…
「
長
子
以
諒
解
元
登
第
～
少
子
以
詵
登
進
士
。」
の
部
分
を
除
い
た

あ
と
の
部
分
は
、『
儼
山
集
』
巻
四
十
「
送
倫
編
修
彦
式
帰
娶
序
」
に
見
え
る
。　
　

②
策
名

…
…
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
を
言
う
。　
　

③
狀
元
紀
事
…
…
未
見
。　
　

④
海
珠
寺
…
…

広
州
城
の
東
南
に
あ
っ
た
慈
度
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
補
説
】
図
は
、
天
下
に
科
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
倫
氏
の
父
子
四
名
が
勢
揃
い
し
た
場
面
で

あ
ろ
う
。

狀
元
康
海

弘
治
十
五
年
壬
戌　

廷
試
魯
鐸
等
二
百
九
十
七
人
、
擢
康
海
第
一
。

按
、
海
、
字
德

、
號
對
山
、
陝
西
武
功
人
。
年
二
十
八
擧
進
士
第
一
、
授
脩
撰
。

尋
以
事
罷
、
家
居
嘗
賈
于
維
楊
、
以
混
其
迹
。　

治
世
餘
聞注
①

廷
試
策
問注
②

、
任
輔
相
以



鶴　成　久　章 （ 36 ）

脩
庶
政
之
意
。
首
相
劉
公
徤注
③

主
通
書
心
純
二
字注
④

。
海
對
策
起
句
云
、
天
下
有
不
易
之

事
、
人
君
有
不
易
之
心
、
擢
第
一
。　

義
命
編注
⑤

魯
鐸
湖
廣
景
陵
人
、
康
海
陝
西
武
功

人
。
弘
治
壬
戌
春
初
、
京
師
有
善
占
天
文
者
。
禮
部
諸
公
詰
之
曰
、
魁
在
何
處
。
占

者
曰
、
文
星注
⑥

在
楚
、
魁
當
在
湖
廣
。
越
一
月
、
將
掲
曉
、
復
命
占
之
、
占
者
訝
曰
、

文
星
入
楚
淺
、
入
秦
深
。
魁
當
在
陝
西
。
後
鐸
中
會
元
、
海
中
狀
元
。
人
事
之
上
應

天
象
如
此
。

　

弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
二
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
魯
鐸
（
字
は
振
之
、
号
は
蓮

北
、
景
陵
の
人
）
等
二
百
九
十
七
人
で
あ
り
、
康
海
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
海
は
、
字
は
徳

、
号
は
対
山
、
陝
西
武
功
の
人
で
あ
る
。
二
十
八

歳
で
進
士
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、
修
撰
を
授
か
っ
た
。
つ
い
で
あ
る
事
件
が
も
と
で
罷

免
さ
れ
、
か
つ
て
商
い
を
し
た
こ
と
の
あ
る
維
楊
で
家
居
し
、
行
方
を
く
ら
ま
し

た
。

　

『
治
世
餘
聞
』
廷
試
の
策
問
で
は
、［
皇
帝
は
］
諸
々
の
ま
つ
り
ご
と
を
整
え
る

と
い
う
主
旨
に
す
る
よ
う
大
臣
に
一
任
し
た
。
首
相
の
劉
健
（
既
出
）
は
『
通
書
』

の
「
心
純
」
の
二
字
を
主
題
と
し
た
。
海
の
対
策
の
起
句
に
、「
天
下
に
は
変
わ
ら

ぬ
事
が
あ
り
、
人
君
に
は
変
わ
ら
ぬ
心
が
あ
る
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
一
位
に

抜
擢
し
た
。

　

『
義
命
編
』
魯
鐸
は
湖
広
景
陵
の
人
で
あ
り
、
康
海
は
陝
西
武
功
の
人
で
あ
る
。

弘
治
十
五
年
初
春
の
こ
と
、
京
師
に
天
文
占
い
が
上
手
な
者
が
い
た
。
礼
部
の
諸
公

は
彼
を
問
い
詰
め
て
言
っ
た
、「
第
一
位
に
な
る
者
は
ど
こ
に
い
る
。」
と
。
占
者
は

言
っ
た
、「
文
星
は
楚
に
あ
る
の
で
、
第
一
位
の
者
は
き
っ
と
湖
広
に
お
り
ま
し
ょ

う
。」
と
。
一
月
た
っ
て
、［
会
試
の
］
合
格
発
表
が
間
近
に
迫
っ
た
時
期
に
、
再
び

占
う
よ
う
命
じ
る
と
、
占
者
は
怪
訝
そ
う
に
言
っ
た
、「
文
星
は
楚
に
は
浅
く
し
か

入
っ
て
お
ら
ず
、
秦
に
深
く
入
っ
て
お
り
ま
す
。
第
一
位
の
者
は
き
っ
と
陝
西
に
お

り
ま
し
ょ
う
。」
と
。
後
に
鐸
は
会
元
と
な
り
、
海
は
状
元
と
な
っ
た
。
人
事
は
こ

の
よ
う
に
天
象
と
上
下
相
呼
応
す
る
の
で
あ
っ
た
。

【
注
】
①
治
世
餘
聞
…
…
下
編
巻
三
。
字
句
に
若
干
の
省
略
が
見
ら
れ
る
。　
　

②
廷
試
策

問
…
…
「
天
下
有
不
易
之
事
」
は
、『
弘
治
十
五
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選

刊
）
に
は
、「
天
下
有
不
可
易
之
道
」
と
あ
る
。　
　

③
首
相
劉
公
徤
…
…
こ
の
科
の
読
巻
官

十
四
名
の
首
席
で
、
官
は
戸
部
尚
書
謹
身
殿
大
学
士
。　
　

④
通
書
心
純
二
字
…
…
『
通
書
』

「
治
第
十
二
」
に
、「
心
純
則
賢
才
輔
、
賢
才
輔
則
天
下
治
、
純
心
要
矣
。」
と
あ
る
。　
　

⑤

義
命
編
…
…
未
詳
。　
　

⑥
文
星
…
…
文
昌
星
ま
た
の
名
は
文
曲
星
の
こ
と
。
文
運
を
司
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

【
補
説
】
図
は
、『
義
命
編
』
に
基
づ
い
て
占
者
が
天
文
を
見
て
状
元
の
居
場
所
を
占
う
様
子

を
描
い
た
も
の
。

狀
元
顧
鼎
臣

弘
治
十
八
年
乙
丑　

廷
試
董
玘
等
三
百
三
人
、
擢
顧
鼎
臣
第
一
。

按
、
顧
鼎
臣
、
字
九
和
、
初
名
仝
、
號
未
齋
、
崑
山
人
。
擧
進
士
第
一
、
時
年
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三
十
三
、
卒
年
六
十
八
。　

父
恂
餘
五
十
而
生
鼎
臣
。
既
壯
、
毎
夜
焚
香
表
祈
父

壽
、
願
以
己
壽
益
親
。
一
夕
夢
黃
鶴
從
天
飛
來
、
近
視
之
即
所
焚
表
也
。
後
一
大
院

字
、
末
有
硃
批
字
數
行
末注
①

云
、
自
此
以
後
、
聞
田
單
火
牛注
②

、
通
行
無
滯
。
葢
乙
丑
之

兆
也
。
父
年
八
十
及
見
其
子
登
狀
元
。
父
嘗
夢
鼎
臣
爲
狀
元
、
初
欲
以
名
其
孫
潛
不

果
、
乃
命
其
少
子
果
然
。
又
夢
入
鄭
文
康
家
、
移
其
桂
歸
植
之
。
已
而
鼎
臣
生
。
後

謚
文
康
與
鄭
名
仝
、
葢
七
十
年
餘
夢
始
驗
也
。　

又
宋
有
衞
狀
元
涇注
③

、
名
臣
也
。
其

祠
在
邑
中
。
初
鼎
臣
入
邑
庠
、
夜
夢
一
人
紫
袍
象
簡
稱
衞
姓
、
携
狀
元
及
第
篆
文
圖

書
貺
之
。
毎
過
其
祠
、
虔
誠
謁
拜
。
一
日
鄕
間
儒
生
入
城
、
假
宿
于
祠
中
、
似
聞
神

語
云
、
明
日
有
狀
元
顧
鼎
臣
來
、
儒
生
謂
庠
中
無
此
人
。
早
起
俟
何
人
至
、
忽
見
諸

生
顧
仝
入
、
語
以
此
事
。
顧
曰
、
吾
正
將
易
此
名
矣
。

　

弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
董
玘
（
字
は
文
玉
、
会
稽
の

人
）
等
三
百
三
人
で
あ
り
、
顧
鼎
臣
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
顧
鼎
臣
は
、
字
は
九
和
、
初
名
は
仝
、
号
は
未
斎
、
崑
山
の
人
で
あ

る
。
進
士
第
一
に
挙
げ
ら
れ
た
時
、
三
十
三
歳
で
あ
り
、
卒
年
は
六
十
八
歳
で
あ
っ

た
。
父
恂
（
伝
未
詳
）
は
五
十
歳
過
ぎ
で
鼎
臣
を
授
か
っ
た
。［
鼎
臣
は
］
三
十
歳

の
時
か
ら
毎
晩
、
香
と
お
札
を
焚
い
て
父
の
長
寿
を
祈
り
、
自
分
の
寿
命
を
親
に
加

え
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
た
。
あ
る
日
の
夕
方
、
黄
色
い
鶴
が
天
か
ら
飛
来
す
る
夢

を
見
た
。
近
づ
い
て
そ
れ
を
見
る
と
燃
や
し
た
お
札
で
あ
っ
た
。
背
面
に
「
院
」
と

い
う
字
が
大
書
さ
れ
、
そ
の
後
に
朱
で
書
か
れ
た
批
評
が
数
行
あ
り
、
そ
の
末
尾

に
、「
こ
れ
よ
り
以
後
は
、
田
単
の
火
牛
の
計
の
よ
う
に
、
滞
り
な
く
目
標
を
突
破

で
き
よ
う
。」
と
あ
っ
た
。
思
う
に
弘
治
十
八
年
科
［
の
状
元
］
の
予
兆
で
あ
っ
た
。

父
は
八
十
歳
で
我
が
子
が
状
元
及
第
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
父
は
か
つ
て
鼎
臣
［
と
い
う
名
の
者
］
が
状
元
と
な
る
夢
を
見
た
の
で
、
当

初
、
自
分
の
孫
の
潛
に
［
そ
う
］
名
付
け
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
の

末
子
に
名
付
け
る
と
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
ま
た
、［
か
つ
て
］
鄭
文
康
（
字
は

時
又
、
号
は
介
菴
、
崑
山
の
人
、
正
統
十
三
年
進
士
）
の
家
に
入
り
そ
の
家
の
桂
の

木
を
持
ち
帰
っ
て
植
え
る
夢
を
見
た
。
し
ば
ら
く
し
て
鼎
臣
が
生
ま
れ
た
。
後
の
謚

で
あ
る
文
康
は
、
鄭
の
名
と
同
じ
で
あ
り
、
何
と
七
十
年
余
り
た
っ
て
夢
が
［
現
実

と
］
符
合
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
代
に
衛
涇
状
元
と
い
う
名
臣
が
お
り
、
彼
の

祠
が
街
の
中
に
あ
っ
た
。
鼎
臣
が
県
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
頃
、
夜
中
に
［
高
官

の
着
る
］
紫
の
朝
服
姿
の
衛
姓
を
名
の
る
者
が
、「
状
元
及
第
」
と
書
か
れ
た
篆
文

の
印
章
を
携
え
て
お
り
そ
れ
を
［
鼎
臣
に
］
く
れ
た
。［
彼
は
そ
れ
以
降
］
そ
の
祠

の
前
を
通
り
過
ぎ
る
度
に
、
敬
虔
な
態
度
で
拝
謁
し
た
。
あ
る
日
、
村
里
の
生
員
が

街
に
入
っ
て
、
祠
中
で
宿
を
借
り
る
と
、「
明
日
、
状
元
の
顧
鼎
臣
が
や
っ
て
来
る
。」

と
い
う
神
の
言
葉
が
聞
こ
え
た
気
が
し
た
が
、
そ
の
生
員
は
［
自
分
が
通
う
］
県
学

に
は
そ
う
い
う
人
物
は
い
な
い
と
思
っ
た
。
朝
早
く
起
き
て
、
誰
が
や
っ
て
く
る
か

待
っ
て
い
る
と
、
た
ち
ま
ち
生
員
の
顧
仝
が
入
っ
て
き
た
の
で
、
こ
と
の
次
第
を
話

し
た
。
顧
は
言
っ
た
、「
私
は
今
よ
り
こ
の
名
に
変
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。」
と
。

【
注
】
①
一
大
院
字
末
有
硃
批
字
數
行
末
云
…
…
お
札
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
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で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
解
釈
に
は
疑
問
が
残
る
。
待
考
。　
　

②
田
單
火
牛
…
…
斉
の
田

単
が
火
牛
の
計
で
燕
の
名
将
楽
毅
を
打
ち
破
り
、
七
十
余
城
を
取
り
返
し
た
故
事
。『
史
記
』

田
単
列
伝
に
見
ら
れ
る
。「
牛
」
は
「
乙
丑
」
の
「
丑
」
と
同
義
。　
　

③
衞
狀
元
涇
…
…
銭

福
の
条
に
既
出
。

【
補
説
】
図
は
、
顧
鼎
臣
が
夢
の
中
で
、
黄
色
い
鶴
が
天
か
ら
飛
来
す
る
の
を
見
て
い
る
姿
。

狀
元
呂

正
德
三
年
戊
辰　

廷
試
邵
銳
等
三
百
四
十
九
人
、
擢
呂

第
一
。

按
、
呂

、
字
仲
木
、
號
逕※

野
、
陝
西
高
陵
人
。
未
總
角
有
志
聖
賢
之
學
、
不
爲
辭

章
之
習
。
夏
居
矮
屋
衣
冠
危
坐
。
雖
炎
日
蘊
隆
不
出
戸
限
、
嚴
寒
則
履
籍
麥
草
、
誦

讀
六
經
、
夜
以
繼
日
。
鄕
試
擧
第
十
、
會
試
不
利
、
入
太
學
。
戊
辰
入
對
大
廷
、
承

法
天
法
祖
之
問
、
以
仁
孝
爲
對
、
而
要
之
於
學
、
擢
第
一
。　

賜
冠
服
帶
履
、
復
習

若
固
、
有
明
日
有
竊
政
中
官注
①

來
賀
、
却
之
。
時
年
三
十
四
、
卒
年
六
十
四
。
是
夕
有

大
星
殞
華
陰注
②

。　

狀
元
錄注
③

事
親
最
孝
、
會
試
聞
喪
、
痛
哭
草
履
歩
至
家
。
是
時
夢
有

人
報
明
科
狀
元
。　

其
祖
彬
卿
葬
時
、
壙
有
聲
如
雷
。
卜
云
、
兆
顯
六
世
。
至
是

生
、
竟
以
道
鳴
於
世
、
符
卜
兆
云
。
年
十
四
應
試
臨
潼
、
貧
不
能
僦
舘
、
宿
新
豐
空

舍
。
夜
夢
老
人
自
驪
山注
④

下
謂
曰
、
爾
勉
學
、
後
當
魁
天
下
。

【
校
勘
】「
逕
」
は
、「
涇
」
の
誤
り
。

　

正
徳
三
年
（
一
五
〇
八
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
邵
鋭
（
字
は
思
抑
、
仁
和
の

人
）
等
三
百
四
十
九
人
で
あ
り
、
呂

を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
呂

は
、
字
は
仲
木
、
号
は
涇
野
、
陝
西
高
陵
の
人
で
あ
る
。
ま
だ

総
角
の
童
子
と
な
る
前
か
ら
聖
賢
の
学
問
に
志
し
、
文
章
の
勉
強
は
し
な
か
っ
た
。

夏
で
も
小
さ
な
家
屋
で
衣
冠
を
整
え
端
座
し
た
。
猛
暑
の
日
で
あ
っ
て
も
、
戸
外
に

出
る
こ
と
は
な
く
、
厳
寒
の
日
に
も
麦
わ
ら
を
敷
物
に
し
て
、
夜
を
日
に
継
い
で
、

六
経
を
読
誦
し
た
。
郷
試
で
は
第
十
位
と
な
る
が
、
会
試
に
合
格
で
き
ず
、
国
子
監

に
入
学
し
た
。
正
徳
三
年
、
殿
試
の
対
策
に
臨
み
、「
天
に
法
り
祖
に
法
る
」
と
い

う
問
い
を
承
け
て
、「
仁
孝
」
に
よ
っ
て
対
策
を
書
き
、［
結
論
を
］
学
問
で
締
め
く

く
り
、
第
一
位
に
抜
擢
さ
れ
た
。
冠
服
帯
履
を
賜
っ
て
も
、
そ
れ
ま
で
通
り
学
業
の

復
習
に
努
め
た
。
翌
日
に
は
政
権
を
盗
み
取
る
宦
官
が
お
祝
い
に
や
っ
て
来
た
が
、

そ
れ
を
退
け
た
。
こ
の
時
三
十
四
歳
で
あ
り
、
卒
年
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の

［
逝
去
し
た
］
夕
べ
、
大
き
な
星
が
華
山
の
北
に
墜
ち
た
。

　

『
状
元
録
』
大
変
な
孝
行
者
で
あ
り
、
会
試
の
際
に
［
親
が
］
亡
く
な
っ
た
の
を

聞
く
と
、
激
し
く
泣
き
な
が
ら
わ
ら
靴
で
歩
い
て
家
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
あ
る
人

が
次
の
試
験
の
状
元
に
な
る
ぞ
と
告
げ
る
夢
を
見
た
。
か
れ
の
祖
先
彬
卿
（
伝
未
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詳
）
を
埋
葬
す
る
時
、
墓
穴
か
ら
雷
の
よ
う
な
音
が
し
た
。
占
い
者
は
、「
そ
の
兆

は
六
世
に
な
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。」
と
言
っ
た
。［
そ
の
］
六
世
に
な
っ
て

が
生

ま
れ
、
つ
い
に
道
義
に
よ
っ
て
名
を
世
に
鳴
り
響
か
せ
占
い
と
符
合
し
た
。
十
四
歳

の
時
に
臨
潼
県
で
試
験
（
童
子
試
）
を
受
け
た
際
、
貧
し
く
て
宿
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
ず
、［
臨
潼
の
東
の
］
新
豊
県
の
空
き
家
に
泊
ま
っ
た
。
夜
、
驪
山
か
ら
老
人

が
お
り
て
き
て
、「
お
前
は
学
業
に
励
み
な
さ
い
。
後
に
は
き
っ
と
天
下
第
一
と
な

る
で
あ
ろ
う
。」
と
言
う
夢
を
見
た
。

【
注
】
①
竊
政
中
官
…
…
「
中
官
」
は
、
宦
官
に
同
じ
。
劉
瑾
あ
る
い
は
そ
の
腹
心
の
者
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。　
　

②
華
陰
…
…
華
山
の
北
。
華
山
は
、
陝
西
省
華
県
の
西
に
あ
る
山
で
、

五
岳
の
一
つ
。　
　

③
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元
録
』
巻
四
。
字
句
に
異
同
は
無
い
。

　
　

④
驪
山
…
…
臨
潼
県
の
南
東
に
あ
る
山
の
名
。
秦
の
始
皇
帝
陵
が
あ
る
。

【
補
説
】
図
は
、
茅
屋
に
端
座
し
て
勉
学
に
励
む
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

狀
元
楊
愼

正
德
六
年
辛
未　

廷
試
鄒
守
益
等
三
百
四
十
九
人
、
擢
楊
愼
第
一
。

按
、
楊
愼
、
字
用
脩
、
號
升
菴
、
四
川
成
都
人
。
首
相
廷
和
之
子注
①

。
幼
善
文
、
年

二
十
四
狀
元
及
第
、
後
以
議
禮
不
合注
②

、
伏　

闕
號
哭
、
坐
戍
滇
南
。
父
卒
、
乞
歸
終

制注
③

、
不
許
。
久
居
滇
益
綜
群
籍
著
作
愈
精
、
爲
海
內
宗
、
風
流
雅
致
、
人
多
稱
之
、

今
梓
傳
。
廷
和
之
弟
廷
儀
、
愼
之
弟
惇
、
恂
皆
登
進
士
。
年
七
十
余
卒
。
狀
元
記
事注
④

楊※

州
一
士
夫
偶
遇
樟
柳
神注
⑤

、
因
叩
明
春
狀
元
何
處
人
。
神
云
、
川
新
都
種
檉
、
肅
氏

頭
上
名
、
喬
木
無
灰
易
、
眞
心
用
脩
行注
⑥

。
愼
既
及
第
、
乃
知
爲
蜀
地
姓
名
字
也
。

【
校
勘
】「
楊
」
は
、「
揚
」
の
誤
り
。

　

正
徳
六
年
（
一
五
一
一
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
鄒
守
益
（
字
は
謙
之
、
号
は
東

廓
、
安
福
の
人
）
等
三
百
四
十
九
人
で
あ
り
、
楊
慎
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
楊
慎
は
、
字
は
用
脩
、
号
は
升
菴
、
四
川
成
都
の
人
で
あ
る
。
首
相

廷
和
の
子
で
あ
る
。
幼
い
頃
か
ら
文
章
が
う
ま
く
、
二
十
四
歳
で
状
元
及
第
し
た
。

後
に
大
礼
の
議
が
起
こ
っ
た
際
、
意
見
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
宮
殿
の
門
に
拝
服
し

て
大
声
で
泣
い
た
た
め
、
雲
南
に
流
罪
と
な
っ
た
。
父
が
卒
し
た
と
き
、
帰
郷
し
て

喪
に
服
す
る
こ
と
を
請
う
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
長
い
こ
と
雲
南
に
い
る
間
に

益
々
多
く
の
書
籍
を
考
究
し
た
。
著
作
は
い
よ
い
よ
精
密
と
な
っ
て
、
天
下
の
第
一

人
者
と
な
り
、
風
流
な
趣
は
、
多
く
の
人
か
ら
称
揚
さ
れ
、
そ
の
著
作
は
今
に
伝

わ
っ
て
い
る
。
廷
和
の
弟
の
廷
儀
、
慎
の
弟
の
惇
、
恂
も
み
な
進
士
に
登
第
し
た
。

七
十
歳
あ
ま
り
で
卒
し
た
。

　

『
状
元
記
事
』
揚
州
の
一
人
の
士
大
夫
が
偶
然
樟
柳
神
に
出
会
っ
た
の
で
、
つ
い

で
に
来
春
の
状
元
は
ど
こ
の
人
で
し
ょ
う
か
と
尋
ね
た
。
神
は
言
っ
た
、「
四
川
の

新
都
に
檉
か
わ
や
な
ぎを
植
え
る
と
、
肅
氏
の
頭
が
及
第
す
る
で
あ
ろ
う
、
高
木
は
燃
え
た
り

変
化
す
る
こ
と
は
な
い
、
ま
こ
と
の
心
で
行
い
を
修
め
よ
。」
と
。
慎
が
及
第
し
て

か
ら
、
や
っ
と
蜀
の
地
、
姓
名
、
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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【
注
】
①
首
相
廷
和
之
子
…
…
楊
慎
は
、
宰
相
楊
廷
和
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
及

第
に
関
し
て
は
、
関
節
を
指
摘
す
る
記
録
が
非
常
に
多
い
。　
　

②
議
禮
不
合
…
…
弘
治
帝

の
子
正
徳
帝
に
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
武
宗
の
従
弟
の
嘉
靖
帝
が
擁
立
さ
れ
た
後
、

嘉
靖
帝
の
実
父
興
献
王
朱
祐
杭
の
尊
号
を
ど
う
す
る
か
を
巡
っ
て
朝
廷
を
二
分
し
て
起
こ
っ

た
論
争
。
楊
慎
は
、
父
で
あ
る
内
閣
大
学
士
楊
廷
和
と
と
も
に
、
こ
の
論
争
で
嘉
靖
帝
の
意

向
に
背
く
こ
と
と
な
っ
た
。　
　

③
終
制
…
…
三
年
の
喪
を
終
え
る
こ
と
。　
　

④
狀
元
記

事
…
…
未
見
。　
　

⑤
樟
柳
神
…
…
旧
中
国
で
占
星
術
師
が
用
い
た
占
卜
の
具
と
い
う
意
味

も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
神
の
名
の
よ
う
で
あ
る
。　
　

⑥
川
新
都
種
檉
～
…
…
新
都
は
成
都

府
の
県
名
。
占
い
の
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
部
分
の
読
み
方
に
は
不
安
が
残
る
。
待
考
。

【
補
説
】
図
は
、
宰
相
の
父
に
あ
っ
て
い
る
場
面
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
ど
の
場
面
を
描

い
た
も
の
か
未
詳
。
な
お
、
図
に
は
「
仲
階
」
の
署
名
が
あ
る
。

狀
元
唐
皐

正
德
九
年
甲
戌　

廷
試
霍
韜
等
三
百
九
十
六
人
、
擢
唐
皐
第
一
。

按
、
唐
皐
、
字
守
之
、
號
心
菴
、
直
隷
歙
縣
人
。
素
以
元
魁
自
擬
、
累
蹶
場
屋
。
人

誚
曰
、
徽
州
好
個
唐
皐
哥
、
一
氣
秋
闈
走
十
科
、
經
魁注
①

解
元
荷
包
裡
、
爭
奈
京
城
剪

綹
多
、
皐
聞
之
益
勵
。
年
四
十
六
連
捷
二
魁注
②

及
第
。
可
謂
有
志
者
事
竟
成
。
後
脩
武

宗
實
錄
成
、
進
侍
講
。
嘗
使
朝
鮮
、
尋
卒
於
官
。　

彭
司
馬
澤
知
徽
郡
、
移
學
宮
而

新
之
。
夜
夢
神
語
云
、
明
日
相
見
秀
才
乃
狀
元
也
。
至
明
日
、
有
隨
衆
進
獻
上
梁
文

者
。
彭
覽
之
、
大
喜
稱
狀
元
才
、
乃
皐
也
。
爲
人
善
謀
斷
。
鄰
郡
有
賊
勢
猖
獗
將
入

徽
界
。
郡
守
求
謀
士
、
皐
出
設
策
預
防
、
卒
不
爲
害
。
狀
元
錄注
③

家
甚
貧
、
襟
懷
脫
灑
。

爲
文
一
揮
而
成
、
一
字
不
加
點
。
若
中
欲
有
所
改
動
、
寧
別
作
一
篇
語
、
不
相
犯
。

其
才
性
如
此
。
又
皐
素
有
聲
譽
、
爲
上
官
禮
重
、
郡
守
推
桂
長
於
青
烏
之
學注
④

、
相
其

家
稱
善
地
、
所
未
足
者
、
前
宜
濬
水
一
道
爲
御
階
水
、
必
登
高
第
。
因
爲
貿
其
隣
之

地
、
鑿
水
如
法
。
未
幾
、
果
狀
元
及
第
。
世
墓
在
葛
塘
、
尤
陰
宅
之
佳
者
。

夢
徴
錄注
⑤

未
第
時
、
毎
夢
面
前
列
瓜
錘注
⑥

一
對
。
及　

廷
試
後
、
有
報
其
中
探
花
者
曰
、

不
止
此
也
。
既
而
報
爲
榜
眼
、
亦
曰
、
不
止
此
也
。
及
臚
傳
、
果
第
一
。
有
詰
其

故
、
乃
以
夢
告
。
葢
傳
臚
後
、
黃
葢
瓜
錘
送
歸
第
者注
⑦

、
狀
元
也
。
故
皐
自
信
如
此
。

　

正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
霍
韜
（
字
は
渭
先
、
南
海
の

人
）
等
三
百
九
十
六
人
で
あ
り
、
唐
皐
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
唐
皐
は
、
字
は
守
之
、
号
は
心
菴
、
直
隷
歙
県
の
人
で
あ
る
。
平
素

か
ら
自
ら
首
席
に
な
る
と
言
い
な
が
ら
、
続
け
ざ
ま
に
受
験
に
失
敗
し
た
。
人
々
は

な
じ
っ
て
言
っ
た
、「
徽
州
の
ご
立
派
な
唐
皐
兄
は
、
一
気
に
郷
試
を
十
科
も
駆
け

抜
け
て
、
経
魁
と
解
元
は
巾
着
袋
の
中
に
あ
っ
た
も
の
の
、
都
に
ス
リ
が
多
い
の
は

如
何
と
も
し
が
た
い
。」
と
。
皐
は
こ
れ
を
耳
に
し
て
一
層
精
進
し
た
。
四
十
六
歳

の
時
、
連
続
し
て
首
席
で
及
第
し
た
。
志
の
有
る
者
は
し
ま
い
に
は
事
が
成
る
も
の

だ
と
言
え
る
。
後
に
『
武
宗
実
録
』
を
編
纂
し
て
完
成
す
る
と
、
侍
講
に
昇
進
し

た
。
か
つ
て
朝
鮮
に
使
い
し
、
つ
い
で
官
に
つ
い
た
ま
ま
卒
し
た
。
司
馬
の
彭
沢

（
字
は
済
物
、
長
沙
の
人
）
は
徽
州
の
知
府
と
な
り
府
学
を
移
転
し
て
新
し
く
し
た
。

夜
夢
に
神
が
現
れ
て
言
っ
た
、「
明
日
、
相
見
す
る
秀
才
こ
そ
状
元
で
あ
る
ぞ
。」
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と
。
翌
日
に
な
っ
て
皆
に
従
っ
て
上
梁
文
を
奉
る
者
が
い
た
。
彭
が
そ
れ
を
見
て
大

い
に
喜
び
状
元
の
才
能
で
あ
る
と
言
っ
た
。［
そ
れ
が
］
な
ん
と
皐
で
あ
っ
た
。［
皐

の
］
人
と
な
り
は
謀
略
と
決
断
力
に
秀
で
て
い
た
。
隣
郡
で
盗
賊
が
荒
れ
狂
い
今
に

も
徽
州
の
境
界
に
侵
入
し
そ
う
で
あ
っ
た
時
、
知
府
は
知
謀
の
士
を
求
め
た
の
で
、

皐
が
出
て
行
き
策
を
講
じ
て
未
然
に
防
ぎ
、
結
局
被
害
を
被
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

『
状
元
録
』
家
が
非
常
に
貧
し
か
っ
た
が
、
胸
の
内
は
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
た
。
文

を
作
る
と
き
に
は
ひ
と
揮
い
で
書
き
上
げ
、
一
字
も
書
き
直
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

も
し
中
に
手
直
し
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
別
に
一
篇
の
語
を
作
り
、
先

後
で
重
複
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
才
能
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
皐

は
日
頃
か
ら
名
声
が
高
く
知
府
か
ら
礼
遇
さ
れ
て
い
た
。
知
府
の
推
桂
は
、
地
相
見

の
学
に
長
じ
て
お
り
、
彼
の
家
の
家
相
を
見
て
善
い
土
地
で
あ
る
と
称
賛
し
た
が
、

ま
だ
足
り
な
い
部
分
と
し
て
、
庭
前
に
深
い
溝
を
一
本
掘
っ
て
御
階
水
を
つ
く
れ

ば
、
必
ず
や
高
位
及
第
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
隣
の
土
地
を
交
換

し
、
決
ま
り
に
し
た
が
っ
て
池
を
掘
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
果
た
し
て
状

元
及
第
し
た
。
代
々
の
墓
は
葛
塘
に
あ
り
、［
そ
こ
は
］
最
も
理
想
的
な
墓
地
で

あ
っ
た
。

　

『
夢
徴
録
』
ま
だ
登
第
し
て
い
な
い
時
、
夢
を
見
る
度
に
面
前
に
瓜
錘
が
一
対
並

ん
で
い
た
。
廷
試
の
後
に
な
っ
て
、
探
花
で
合
格
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
っ
て

も
、「
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
榜
眼
で
合
格
し
た

と
い
う
知
ら
せ
が
あ
っ
て
も
、
や
は
り
「
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
伝

臚
に
な
る
と
果
た
し
て
第
一
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
問
い
た
だ
す
と
、
夢
の
こ

と
を
話
し
た
。
つ
ま
り
、
伝
臚
の
後
に
、
黄
色
い
傘
と
瓜
錘
に
よ
っ
て
邸
宅
に
帰
る

の
を
送
っ
て
も
ら
う
者
は
、
状
元
で
あ
る
。
だ
か
ら
皐
は
こ
う
な
る
と
信
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。

【
注
】
①
經
魁
…
…
郷
試
・
会
試
の
第
五
名
ま
で
は
、「
五
経
」
各
経
の
選
択
者
か
ら
各
一
名

ず
つ
取
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
五
経
魁
」
と
呼
ぶ
。　
　

②
二
魁
…
…
こ
こ
で

は
、
郷
試
と
殿
試
で
首
席
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。　
　

③
狀
元
錄
…
…
『
皇

明
歴
科
状
元
録
』
巻
四
。
字
句
に
異
同
は
無
い
。　
　

④
青
烏
之
學
…
…
「
青
烏
」
と
は
、

も
と
も
と
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
風
水
師
で
あ
る
青
烏
子
の
こ
と
。
後
世
、
風
水
師
の
こ
と

を
青
烏
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
の
風
水
の
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。　
　

⑤

夢
徴
錄
…
…
未
見
。　
　

⑥
瓜
錘
…
…
図
の
中
で
先
導
者
が
持
っ
て
い
る
道
具
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。　
　

⑦
黃
葢
瓜
錘
送
歸
第
者
…
…
『
正
徳
九
年
進
士
登
科
録
』
は
未
見
で
あ
る
が
、『
正

徳
六
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）
の
「
恩
栄
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
伝
臚
の

後
で
状
元
が
邸
宅
に
送
ら
れ
る
様
子
は
、
以
下
の
通
り
。「
三
月
十
八
日
早
、
文
武
百
官
朝
服

侍
班
、
是
日
錦
衣
衞
設
鹵
簿
于
丹
陛
丹
塀
内
、
上
御
奉
天
殿
、
鴻
臚
寺
官
傳
制
唱
名
、
禮
部
官

捧
黄
榜
、
鼓
樂
導
引
出
長
安
左
門
外
、
張
掛
、
畢
、
順
天
府
官
用
傘
蓋
儀
從
送
狀
元
歸
第
。」

【
補
説
】
図
は
、『
夢
徴
録
』
に
言
う
夢
の
中
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
に
は

「
伯
符
」
の
署
名
が
あ
る
。

狀
元
舒
芬

正
德
十
二
年
丁
丑　

廷
試
、
倫
以
訓
等
三
百
四
十
九
人
、
擢
舒
芬
第
一
。

按
、
舒
芬
、
字
國
裳
、
號
梓
溪
、
江
西
進
賢
人
。
幼
即
岐
巍
頴
異
。
甫
成
童注
①

、
入
郡

學
。
嘗
作
赤
鴈
賦
、
郡
守
奇
其
才
、
謂
當
魁
天
下
。
家
貧
清
苦
、
不
與
人
群
。
雖
書

無
所
不
讀
、
寔
勵
志
聖
賢
之
學
、
端
居
終
日
、
夜
必
計
過
自
訟
。
丁
丑　

賜
狀
元
及

第
、
時
年
三
十
四
。
乙
酉
扶
母
喪
歸
卒
。
年
四
十
四
。

義
命
編注
②

閩
人
劉
世
揚
、
會
試
入
京
、
夢
神
告
之
曰
、
今
年
狀
元
名
國
裳
。
世
揚
即
以

國
裳
易
之
。
劉
是
科
登
進
士
、
而
狀
元
舒
芬
、
其
字
則
國
裳
也
。
事
有
定
數
、
惟
鬼

神
能
知
之
。　

芬
未
第
時
、
至
九
鯉
湖注
③

祈
夢
、
五
夜
無
夢
。
因
題
詩
云
、
千
里
尋
眞

意
亦
虔
、
五
宵
無
夢
竟
無
緣
、
神
仙
不
識
人
間
事
、
歸
去
揮
毫
作
狀
元注
④

。
到
山
下
遇

一
老
人
問
、
公
何
夢
、
公
告
之
故
且
述
其
詩
、
老
人
爲
改
云
、
千
里
尋
眞
未
是
虔
、
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五
宵
無
夢
豈
無
緣
、
神
仙
不
洩
人
間
事
、
歸
去
揮
毫
作
狀
元注
⑤

。
因
忽
不
見
、
葢
仙
化

爲
老
人
以
告
公
也
。　

狀
元
錄注
⑥

蕭
御
史
鳴
鳳
精
於
星
命
。
丁
丑　

廷
試
、
或
以
八
字

雜
質
之
曰
、
孰
爲
狀
元
。
蕭
指
芬
八
字注
⑦

曰
、
此
是
也
。
果
然
。
後
復
以
後
事
質
於

蕭
、
答
曰
、
功
名
壽
數
、
始
終
皆
羅
一
峰
。
舒
矍
然
曰
、
止
此
乎
。
曰
、
忠
孝
狀
元

足
矣
。
後
果
謫
壽
亦
止
此
。
今
配
享
一
峰
祠
。

　

正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
倫
以
訓
（
既
出
）
等

三
百
四
十
九
人
で
あ
り
、
舒
芬
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
舒
芬
は
、
字
は
国
裳
、
号
は
梓
渓
、
江
西
進
賢
の
人
で
あ
る
。
幼
少

の
時
か
ら
才
知
が
人
並
み
優
れ
ぬ
き
ん
で
て
い
た
。
成
長
す
る
と
す
ぐ
に
、
府
学
に

入
学
し
た
。
か
つ
て
「
赤
鴈
賦
」
を
作
る
と
、
知
府
は
そ
の
才
能
を
高
く
評
価
し
、

き
っ
と
天
下
第
一
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
家
は
貧
し
く
清
廉
で
苦
し
い
生
活

ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
人
と
群
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
読
破
し
、

聖
賢
の
学
に
志
し
て
誠
実
に
励
み
、
一
日
中
礼
儀
正
し
く
坐
っ
て
、
夜
に
は
必
ず
過

ち
を
数
え
て
自
ら
を
責
め
た
。
正
徳
十
二
年
状
元
及
第
を
賜
っ
た
。
こ
の
時
、

三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
母
の
柩
を
守
っ
て
帰
郷
し
た
ま
ま

卒
し
た
。
年
は
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

　

『
義
命
編
』
閩
県
の
人
劉
世
揚
（
字
は
実
夫
）
は
会
試
の
た
め
京
師
に
入
る
と
、

夢
の
中
で
神
が
彼
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
今
年
の
状
元
の
名
は
国
裳
で
あ
る
ぞ
。」

と
。
世
揚
は
す
ぐ
に
国
裳
と
い
う
名
に
変
え
た
。
劉
は
こ
の
科
で
進
士
に
及
第
し
た

が
、
状
元
は
舒
芬
で
あ
り
、
彼
の
字
が
つ
ま
り
国
裳
な
の
で
あ
っ
た
。
事
に
は
決

ま
っ
た
定
め
が
あ
り
、
鬼
神
だ
け
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
芬
が
ま
だ
及

第
し
て
い
な
い
時
、
九
鯉
湖
に
行
っ
て
夢
に
祈
ろ
う
と
し
た
ら
、
五
晩
も
夢
を
見
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
詩
を
作
っ
て
言
っ
た
、「
千
里
も
真
を
た
ず
ね
た
の
は
そ
の
気
持

が
や
は
り
敬
虔
だ
か
ら
で
あ
る
。
五
宵
も
夢
を
見
る
こ
と
が
無
い
の
は
結
局
縁
が
無

い
の
で
あ
る
。
神
仙
は
人
間
世
界
の
事
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
帰
っ
て
筆
を
揮

え
ば
状
元
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
山
の
麓
に
着
く
と
一
人
の
老
人
が
た
ず
ね
た
、

「
あ
な
た
は
ど
う
い
う
夢
を
見
た
の
か
な
。」
と
。
公
は
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
ま

た
作
っ
た
詩
に
つ
い
て
話
し
た
、
老
人
は
［
詩
句
を
］
改
め
て
言
っ
た
、「
千
里
も

真
を
た
ず
ね
た
か
ら
と
い
っ
て
ま
だ
敬
虔
と
は
言
え
な
い
。
五
晩
も
夢
を
見
な
か
っ

た
の
が
ど
う
し
て
縁
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
神
仙
は
人
間
世
界
の
事
を
洩
ら
し

た
り
は
し
な
い
か
ら
、
帰
っ
て
筆
を
揮
え
ば
状
元
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
。［
そ
う

言
う
と
］
た
ち
ま
ち
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
仙
人
が
老
人

に
化
し
て
公
に
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　

『
状
元
録
』
御
史
の
蕭
鳴
鳳
（
字
は
子
雝
、
山
陰
の
人
、
正
徳
九
年
進
士
）
は
占

星
術
に
詳
し
か
っ
た
。
正
徳
十
二
年
の
廷
試
の
際
、
あ
る
人
が
八
字
を
適
当
に
ま
ぜ

て
、「
誰
が
状
元
に
な
り
ま
す
か
。」
と
質
問
し
た
。
蕭
は
芬
の
八
字
を
指
し
て
言
っ

た
、「
こ
の
者
で
あ
る
。」
と
。
果
た
し
て
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
後
に
再
び
将
来
の

こ
と
を
蕭
に
質
問
す
る
と
、
答
え
て
言
っ
た
、「
功
名
と
寿
命
は
一
貫
し
て
、
す
べ

て
羅
一
峰
（
名
は
倫
、
既
出
）
で
あ
る
。」
と
。
舒
は
驚
い
て
言
っ
た
、「
そ
れ
に
と

ど
ま
り
ま
す
か
。」
と
。［
蕭
は
］
言
っ
た
、「
忠
孝
の
状
元
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
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う
。」
と
。
後
果
た
し
て
左
遷
の
運
命
も
寿
命
も
こ
れ
（
羅
と
同
じ
）
に
と
ど
ま
っ

た
。
今
、
一
峰
の
祠
廟
に
合
わ
せ
祀
ら
れ
て
い
る
。

【
注
】
①
成
童
…
…
其
の
二
「
施
槃
」
の
項
注
②
参
照
。　
　

②
義
命
編
…
…
未
見
。『
皇
明

歴
科
状
元
録
』
巻
四
に
見
え
る
話
で
は
、「
世
揚
即
以
國
裳
易
之
」
が
、「
世
揚
即
以
國
裳
易

己
之
字
」
に
な
っ
て
い
る
。　
　

③
九
鯉
湖
…
…
福
建
興
化
府
仙
遊
県
に
あ
っ
た
湖
。　
　

④
千
里
尋
眞
意
亦
虔
～
…
…
（
訓
読
）「
千
里
に
真
を
尋
ぬ
る
は
意
亦
た
虔
な
り
、
五
宵
も
夢

み
る
無
き
は
竟
に
縁
無
か
ら
ん
、
神
仙
は
人
間
の
事
を
識
ら
ず
、
帰
り
去
き
て
揮
毫
す
れ
ば

状
元
と
作
ら
ん
」　　

⑤
千
里
尋
眞
未
是
虔
～
…
…
（
訓
読
）「
千
里
に
真
を
尋
ぬ
る
も
未
だ

是
れ
虔
な
ら
ず
、
五
宵
も
夢
み
る
無
き
も
豈
に
縁
無
か
ら
ん
、
神
仙
は
人
間
の
事
を
洩
ら
さ

ず
、
帰
り
去
き
て
揮
毫
す
れ
ば
状
元
と
作
ら
ん
」　　

⑥
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元
録
』

巻
四
。
字
句
に
異
同
は
無
い
。　
　

⑦
八
字
…
…
生
ま
れ
た
年
、
月
、
日
、
時
の
干
支
を
八

文
字
で
表
し
た
も
の
。
占
い
に
使
わ
れ
る
。

【
補
説
】
図
は
、
貧
し
い
茅
屋
で
端
座
し
て
日
々
読
書
に
励
む
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

狀
元
楊
維
聰

　

正
德
十
五
年
庚
辰
會
試
取
中
張
治
等
三
百
五
十
人
。
會
毅
皇
帝
狩
於
南
京注
①

、
未
及

　

廷
試
、
至
十
六
年
辛
巳
、　

嘉
靖
登
極
、
始
擧
之
時
、　

廷
對
之
士
三
百
三
十
三

人注
②

、
擢
楊
維
聰
第
一
。
實　

嘉
靖
龍
飛注
③

第
一
科
、
勵
政
求
賢
之
始
云
。

按
、
楊
維
聰
、
字
達
甫
、
號
方
城
、
順
天
固
安
人
、
年
三
十
。
登
鄕
薦
第
一
。　

狀

元
記
事注
④

幼
隨
父
和
任
長
史
。
在
塾
讀
書
、
毎
膳
具
維
聰
已
至
、
母
張
氏
問
其
何
故
知

之
、
答
曰
、
恒
聞
耳
邊
呼
曰
、
狀
元
可
食
飯
。
及
長
、
在
京
夢
崇
文
坊注
⑤

迎
金
字
辛
巳

狀
元
牌注
⑥

來
、
扣
之
何
往
、
曰
、
送
與
固
安
楊
秀
才
。
覺
而
自
喜
、
但
疑
是
歲
非
試

期
。
既
而
己
卯
、
庚
辰
鄕
會
連
捷
。
因　

武
帝
南
巡
、
未
暇　

廷
試
、
至　

今
上
登

極
、
擧
之
、
實
辛
巳
歲
也
。
兄
維
傑
、
亦
治
詩
以
嘉
靖
己
丑注
⑦

、
登
進
士
第
二
人
。

　

正
徳
十
五
年
（
一
五
二
〇
）
会
試
で
は
張
治
（
字
は
文
邦
、
茶
陵
の
人
）
等

三
百
五
十
人
を
及
第
さ
せ
た
。
た
ま
た
ま
毅
皇
帝
（
武
宗
正
徳
帝
）
が
南
京
に
狩
猟

に
出
か
け
て
い
た
た
め
、
廷
試
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
翌
十
六
年
と
な
り
、［
正
徳

帝
の
崩
御
を
う
け
］
嘉
靖
帝
が
即
位
し
初
め
て
科
挙
を
行
っ
た
こ
の
時
、
廷
試
に
臨

ん
だ
士
人
は
三
百
三
十
三
人
で
、
楊
維
聡
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。［
こ
れ
ぞ
］
実
に

嘉
靖
帝
が
帝
位
に
つ
い
て
か
ら
の
第
一
科
で
あ
り
、
政
に
励
み
賢
臣
を
求
め
た
［
治

世
の
］
最
初
の
科
で
あ
っ
た
。

　

考
え
る
に
、
楊
維
聡
は
、
字
は
達
甫
、
号
は
方
城
、
順
天
固
安
の
人
で
あ
る
。

三
十
歳
で
あ
っ
た
。［
順
天
府
］
郷
試
で
も
第
一
位
と
な
っ
た
。

　

『
状
元
記
事
』
幼
い
時
、
父
の
和
（
伝
未
詳
）
が
長
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
に
従
っ

た
。
塾
で
勉
強
を
し
て
い
て
も
、
食
事
の
準
備
が
調
う
と
い
つ
も
維
聡
が
帰
っ
て
く

る
の
で
、
母
張
氏
が
「
ど
う
し
て
わ
か
る
の
。」
と
た
ず
ね
る
と
、
答
え
て
言
っ
た
、

「
常
に
耳
元
で
『
状
元
よ
、
ご
飯
を
食
べ
な
さ
い
。』
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
の
で

す
。」
と
。
大
き
く
な
っ
て
、
京
師
で
見
た
夢
の
中
で
、
崇
文
坊
で
金
字
で
書
か
れ

た
「
辛
巳
状
元
」
の
牌
が
来
る
の
を
迎
え
た
際
、
ど
こ
に
行
く
の
か
聞
く
と
、「
固

安
の
楊
秀
才
に
送
り
届
け
る
の
で
す
。」
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。
目
を
覚
ま
し
て
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一
人
で
喜
ん
だ
も
の
の
、
こ
の
年
は
試
験
の
年
で
は
な
い
の
に
と
不
思
議
に
思
っ

た
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
正
徳
十
四
年
、
十
五
年
と
、
郷
試
と
会
試
に
連
続
し
て
合
格

し
た
。
武
宗
は
南
巡
し
て
、
廷
試
を
行
う
時
間
が
な
く
、［
そ
の
ま
ま
崩
御
し
］
今

上
皇
帝
が
即
位
す
る
に
至
っ
て
殿
試
が
挙
行
さ
れ
た
の
は
、
実
に
辛
巳
の
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
兄
維
傑
も
、
や
は
り
『
詩
経
』
を
修
め
て
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
科

で
、
進
士
第
二
位
で
及
第
し
た
。

【
注
】
①
毅
皇
帝
狩
於
南
京
…
…
こ
の
年
、
正
徳
帝
は
南
京
に
出
御
し
て
戻
ら
ず
、
結
局
殿

試
は
挙
行
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
翌
年
、
嘉
靖
帝
の
即
位
を
待
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
異
例
の

事
態
と
な
っ
た
。　
　

②
三
百
三
十
三
人
…
…
『
正
徳
十
六
年
進
士
登
科
録
』（
明
代
登
科
録

彙
編
）
に
よ
る
と
、
こ
の
科
の
進
士
は
三
百
三
十
人
で
あ
る
。　
　

③
龍
飛
…
…
天
子
が
位

に
即
く
こ
と
。　
　

④
狀
元
記
事
…
…
未
見
。　
　

⑤
崇
文
坊
…
…
京
師
の
崇
文
門
あ
た
り

の
街
の
名
。　
　

⑥
狀
元
牌
…
…
状
元
及
第
を
記
念
す
る
扁
額
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　
　

⑦

嘉
靖
己
丑
…
…
丙
戌
の
誤
り
で
あ
る
。

【
補
説
】
図
は
、『
状
元
記
事
』
に
基
づ
き
、
母
親
が
食
事
の
準
備
を
し
た
と
こ
ろ
、
維
聡
が

塾
か
ら
帰
っ
て
き
た
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

卷
三

狀
元
姚
淶

嘉
靖
二
年
癸
未　

廷
試
李
舜
臣
等
三
百
一
十
人注
①

、
擢
姚
淶
第
一
。

按
姚
淶
、
字
惟
東
、
號
明
山
、
浙
江
慈
谿
人
、
工
部
侍
郎
鏌
之
子
。
幼
資
魯
。
一
日

苦
讀
、
有
一
女
國
色
翩
然
曰
、
苦
讀
何
爲
、
授
以
玉
髓
丸注
②

曰
、
助
君
掇
高
科
。
初
赴

會
試
、
出
江
遇
蟹
舡注
③

相
觸
有
聲
。
淶
問
故
、
家
人
答
曰
、
斷
船注
④

搖
來
撞
頭
。
衆
聞
之

謂
、
語
讖
之
佳
、
相
賀
。
吳
音
以
斷
然
姚
淶
狀
頭
。
果
大
魁
。　

年
三
十
六
及
第
、

脩
撰
、
丁
酉
主
順
天
鄕
試
、
尋
卒
。

　

嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
李
舜
臣
（
字
は
茂
欽
、
号
は
愚

谷
、
未
村
居
士
、
楽
安
の
人
）
等
三
百
十
人
で
あ
り
、
姚
淶
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
姚
淶
は
、
字
は
惟
東
、
号
は
明
山
、
浙
江
慈
谿
の
人
で
、
工
部
侍
郎

鏌
（
字
は
東
泉
、
弘
治
六
年
進
士
）
の
子
で
あ
る
。
幼
い
時
は
資
質
が
魯
鈍
で
あ
っ

た
。
あ
る
日
苦
労
し
な
が
ら
読
書
を
し
て
い
る
と
、
一
人
の
絶
世
の
美
女
が
ひ
ら
り

と
現
れ
て
、「
苦
し
ん
で
読
書
を
し
て
何
に
な
る
の
で
す
か
。」
と
言
い
、
玉
髄
丸
を

授
け
て
く
れ
言
っ
た
、「
あ
な
た
が
高
位
及
第
を
拾
い
上
げ
る
の
を
手
伝
い
ま
し
ょ

う
。」
と
。
初
め
て
会
試
に
赴
い
た
際
、
長
江
に
出
る
と
、
蟹
船
が
互
い
に
ぶ
つ
か

り
合
っ
て
音
を
出
し
て
い
る
の
に
遭
遇
し
た
。
淶
が
理
由
を
た
ず
ね
る
と
、
家
人
は

答
え
て
言
っ
た
、「
漁
船
が
揺
れ
な
が
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
の
だ
。」
と
。
人
々
は
そ

れ
を
聞
い
て
、「
好
ま
し
い
予
言
を
語
っ
た
も
の
だ
。」
と
言
い
、
喜
び
合
っ
た
。

［「
断
船
揺
来
撞
頭
」
と
は
］
呉
の
方
言
で
は
、「
明
ら
か
に
姚
淶
が
状
元
で
あ
る
。」

［
の
意
］
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
大
魁
と
な
っ
た
。

　

三
十
六
歳
の
時
に
及
第
し
て
修
撰
と
な
り
、
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
順
天
府

郷
試
の
主
考
官
を
務
め
、
つ
い
で
卒
し
た
。
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【
注
】
①
三
百
一
十
人
…
…
『
嘉
靖
二
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）
に
よ

る
と
、
こ
の
科
の
進
士
は
四
百
十
名
で
あ
っ
た
。　
　

②
玉
髓
丸
…
…
仙
薬
の
一
種
で
あ
ろ

う
。　
　

③
蟹
舡
…
…
蟹
を
捕
る
船
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
形
状
に
よ
る
名
な
の
か
未
詳
。

　
　

④
斷
船
…
…
「
斷
」
は
「

」（
河
川
の
流
れ
の
中
に
さ
し
て
魚
や
蟹
な
ど
の
進
行
を
遮

る
柵
状
の
漁
具
）
の
意
で
と
っ
た
。

【
補
説
】
図
は
、
絶
世
の
美
女
か
ら
玉
髄
丸
を
授
か
る
場
面
。

狀
元
龔
用
卿

嘉
靖
五
年
丙
戌　

廷
試
趙
時
春
等
三
百
一
人
、
擢
龔
用
卿
第
一
。

按
、
用
卿
、
字
鳴
治
、
福
建
懷
安
人
、
治
禮
記
、
年
二
十
六
、
登
第
。
福
州
舊
傳
郭

璞
遷
城
記注
①

云
、
南
臺
沙
合
河
口
路
通
、
先
出
狀
元
、
後
出
相
公
。
至
是
、
用
卿
首

選
。　

百
夢
集注
②

臨
試
時
、
嘗
夢
龍
神
寫
狀
字
於
頭
上
、
果
中
狀
頭
。　

是
科
革
夤
寅

緣
之
弊注
③

、
用
卿
抜
自
會
榜
之
末注
④

。

　

嘉
靖
五
年
（
一
五
二
六
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
趙
時
春
（
字
は
景
仁
、
号
は
浚

谷
、
平
涼
の
人
）
等
三
百
一
人
で
あ
り
、
龔
用
卿
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
用
卿
は
、
字
は
鳴
治
、
福
建
懐
安
の
人
で
あ
る
。『
礼
記
』
を
修
め
、

二
十
六
歳
で
登
第
し
た
。
福
州
の
古
い
言
い
伝
え
で
は
、
郭
璞
の
『
遷
城
記
』
に
、

「
南
台
の
沙
が
河
口
を
ふ
さ
い
で
路
が
通
じ
れ
ば
、
ま
ず
状
元
が
出
て
、
後
に
は
宰

相
が
出
る
。」
と
あ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
時
に
な
っ
て
用
卿
が
首
席
と
な
っ
た
。

　
『
百
夢
集
』
か
つ
て
試
験
に
臨
ん
だ
時
、
龍
神
が
頭
の
上
に
「
状
」
と
い
う
字
を

書
い
て
く
れ
る
夢
を
見
、
果
た
し
て
状
元
で
合
格
し
た
。

　

こ
の
科
で
は
受
験
生
が
高
官
に
す
が
っ
て
出
世
を
求
め
る
弊
害
が
改
め
ら
れ
、
用

卿
は
会
試
の
下
位
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
。

【
注
】
①
郭
璞
遷
城
記
…
…
こ
の
話
は
幾
つ
か
の
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
『
皇
明
歴

科
状
元
録
』
巻
四
に
引
く
『
閩
中
記
』
に
は
「
晉
郭
璞
遷
城
時
言
…
…
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

②
百
夢
集
…
…
未
見
。　
　

③
寅
緣
之
弊
…
…
顕
官
が
意
中
の
受
験
生
を
特
別
に
引
き

立
て
た
り
、
受
験
生
が
顕
官
の
権
威
に
す
が
ろ
う
と
す
る
宿
弊
の
こ
と
を
言
う
で
あ
ろ
う
。

『
皇
明
登
科
考
』
巻
十
一
に
は
、「
先
是
、
廷
試
納
卷
之
時
、
彌
封
官
以
會
試
前
列
數
卷
潛
送

内
閣
、
以
備
一
甲
之
選
。
或
内
閣
密
覘
狀
頭
儀
貌
、
及
平
昔
聲
望
。
間
有
因
而
爲
奸
者
。
且

閲
卷
官
、
出
自
東
閣
、
歸
宿
私
第
。
卷
未
入
御
覽
、
而
消
息
先
播
於
外
。
是
年
禮
部
尚
書
席

書
歴
疏
其
弊
、
請
令
彌
封
官
不
得
與
送
卷
、
閲
卷
官
退
朝
直
宿
禮
部
。
上
從
之
。
嗣
是
少
夤

縁
之
奸
、
而
一
甲
三
人
往
往
抜
自
後
列
、
不
可
注
擬
矣
。」
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
が
見
ら
れ

る
。　
　

④
會
榜
之
末
…
…
龔
用
卿
の
会
試
及
第
順
位
は
未
詳
。

【
補
説
】
図
は
、『
百
夢
集
』
の
内
容
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

狀
元
羅
洪
先

嘉
靖
八
年
己
丑　

廷
試
唐
順
之
等
三
百
二
十
三
人
、
擢
羅
洪
先
第
一
。　

上
方
勵

精
、
求
賢
益
親
文
學
之
士
。
大
學
士
楊
一
清
等注
①

、
以
洪
先
輩
六
卷
進
覽
、　

上
一
一

品
題
、
有
批
語注
②

于
洪
先
曰
、
學
正
有
見
、
言
讜
而
意
必
忠
。
※
擢
之
首
者
。
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按
、
羅
洪
先
、
字
達
夫
、
號
念
菴
、
江
西
吉
水
人
。
年
二
十
六
、
父
循
、
官
副
使
、

母
有
賢
行
、
宦
居
而
荊
布注
③

、
勉
夫
子
以
廉
。
父
見
一
寺
有
棺
七
口
、
命
僧
以
俸
金

 

於
寺
側
。
及
得
一
子
、
即
號
曰
、
念
菴
。
言
一
念
之
善
也
。
后
魁
天
下
、
人
以
爲
陰

報
云
。

【
校
勘
】「
宜
」
の
字
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。

　

嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
唐
順
之
（
字
は
応
徳
、
号
は
荊

川
、
武
進
の
人
）
等
三
百
二
十
三
人
で
あ
り
、
羅
洪
先
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。
皇
帝

は
ま
さ
に
［
政
務
に
］
務
め
て
、
賢
者
を
求
め
益
々
文
学
の
士
に
親
し
も
う
と
し
て

い
た
。
大
学
士
楊
一
清
（
字
は
応
寧
、
安
寧
の
人
）
等
は
、
洪
先
ら
六
人
の
試
巻
を

御
覧
に
進
呈
す
る
と
、
皇
帝
は
優
劣
高
下
を
つ
け
た
。
洪
先
［
の
試
巻
に
］
対
す
る

批
語
に
は
、「
学
問
に
は
見
識
が
あ
り
、
言
葉
は
正
し
く
そ
の
意
は
必
ず
や
ま
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を
首
席
に
抜
擢
せ
よ
。」
と
あ
っ
た
。

　

考
え
る
に
、
羅
洪
先
は
、
字
は
達
夫
、
号
は
念
菴
、
江
西
吉
水
の
人
で
あ
る
。
年

二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
父
の
循
（
字
は
遵
道
、
吉
水
の
人
、
弘
治
十
二
年
進
士
）
は

官
は
副
使
で
あ
っ
た
。
母
は
徳
行
に
優
れ
て
お
り
、
官
僚
の
家
に
あ
っ
て
質
素
な
服

装
を
し
清
廉
な
態
度
で
夫
を
励
ま
し
た
。
父
親
は
あ
る
寺
に
棺
が
七
つ
［
放
置
さ
れ

た
状
態
で
］
あ
る
の
を
見
て
、
僧
侶
に
命
じ
て
［
自
ら
の
］
俸
禄
を
用
い
て
寺
の
側

に
埋
葬
さ
せ
た
。
一
子
を
授
か
っ
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
念
菴
と
い
う
号
を
つ
け
た
。

一
念
の
善
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
後
に
［
そ
の
子
が
］
天
下
第
一
と
な
る
と
、
人
々

は
陰
徳
に
対
す
る
報
い
だ
と
思
っ
た
。

【
注
】
①
大
學
士
楊
一
清
等
…
…
こ
の
科
の
読
巻
官
は
、
吏
部
尚
書
華
盖
殿
大
學
士
の
楊
一

清
以
下
十
八
名
で
あ
っ
た
。　
　

②
上
一
一
品
題
、
有
批
語
…
…
『
嘉
靖
八
年
進
士
登
科
録
』

（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）
に
は
、
第
一
甲
三
名
（
羅
洪
先
、
程
文
徳
、
楊
名
）、
及
び
第

二
甲
の
上
位
三
名
（
唐
順
之
、
陳
束
、
任
瀚
）
の
対
策
が
程
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
皇
帝
の
御
批
が
冠
さ
れ
て
い
る
。　
　

③
荊
布
…
…
「
荊
釵
布
裙
」
の
略
。
に
ん
じ
ん

ぼ
く
の
枝
の
か
ん
ざ
し
と
布
の
裙
の
こ
と
で
、
女
性
の
質
素
な
服
装
を
言
う
。

【
補
説
】
図
は
父
の
循
が
僧
に
依
頼
し
て
功
徳
を
施
す
様
子
。

狀
元
林
大
欽

嘉
靖
十
一
年
壬
辰　

廷
試
林
春
等
三
百
一
十
六
人
、
擢
林
大
欽
第
一
。

按
林
大
欽
、
字
敬
夫
、
號
東
蒲
、
廣
東
潮
州
海
陽
人
。
年
二
十
二
及
第
授
脩
撰
、
以

疾
告
歸
、
未
久
卒
。　

田
汝
成
記注
①

是
歲
、
禮
部
尚
書
夏
言
知
貢
擧注
②

上
言
、
擧
子
經
義

論
策
、
各
有
程
式
。
邇
來
文
體
怪
異
、
舊
格
屢
更
。
請
令
今
歲
、
凡
騁
詞
浮
誕
、
以

壞
文
體
者
、
擯
不
得
取
。　

上
從
之
。
會
試
既
畢
、
夏
公
召
予注
③

語
曰
、
進
士
答
策
、

亦
有
成
式
。
可
諭
諸
生
、
毋
立
異
也
。
予
曰
、
唯
。
因
諸
擧
子
領
卷注
④

、
傳
示
如
前
。

諸
擧
子
皆
曰
、
唯
。
既　

廷
試
、
內
閣
取
定
二
卷注
⑤

。
都
御
史
汪
公
鋐注
⑥

得
一
卷
、
大
詫

曰
、
怪
哉
。
安
有
答
策
無
冒
語注
⑦

者
。
大
學
士
張
孚
敬注
⑧

取
閱
一
過
、
曰
、
是
雖
破
格
、

然
文
字
明
快
、
可
備　

御
覽
。
遂
附
前
二
卷
封
進
。　

上
覽
之
、
擢
無
策
冒
者
第

一
。
啓
之
、
乃
林
大
欽
也
。
夏
公
大
駭
、
謂
予
、
何
不
傳
諭
前
語
。
予
無
以
自
解
、
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就
大
欽
詢
之
、
對
曰
、
某
不
聞
此
言
。
聞
之
、
安
敢
違
也
。
予
乃
檢
散
卷
簿注
⑨

、
大
欽

是
日
不
至
、
次
日
乃
領
之
。
因
嘆
榮
進
有
數
、
非
人
所
能
沮
也
。　

狀
元
全
考注
⑩

自
幼

聰
頴
、
作
文
奇
宕
不
群
、
翁
萬
達
一
見
異
之
、
請
招
爲
壻
。
岳
誕
日
大
欽
書
聯
一
對

賀
曰
、
天
增
歲
月
人
增
壽
、
春
滿
乾
坤
福
滿
堂注
⑪

。
語
意
宏
敝
、
翁
曰
、
狀
元
才
也
。

大
欽
祖
父
葬
地
有
古
讖注
⑫

云
、
五
鳳
山
頭
未
爲
貴
、
鷓
鴣
飛
去
狀
元
來
、
其
山
未
向
對

鷓
鴣
、
山
甚
凶
、
人
不
敢
葬
。
又
念
鷓
鴣
安
得
飛
去
。
欽
祖
父
依
古
讖
葬
之
。
是
夜

雷
雨
大
作
、
其
山
果
崩
、
若
飛
去
然
。
其
父
乃
生
大
欽
中
狀
元
。

　

嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
林
春
（
字
は
子
仁
、
福
清
の

人
）
等
三
百
十
六
人
で
あ
り
、
林
大
欽
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
大
欽
は
、
字
は
敬
夫
、
号
は
東
蒲
、
広
東
潮
州
の
海
陽
の
人
で
あ

る
。
二
十
二
歳
で
進
士
に
及
第
し
修
撰
を
授
か
る
が
、
病
を
理
由
に
帰
郷
し
、
ま
も

な
く
卒
し
た
。

　

『
田
汝
成
記
』
こ
の
年
は
、
礼
部
尚
書
夏
言
（
字
は
公
謹
、
貴
渓
の
人
）
が
知
貢

挙
で
あ
り
、
上
奏
し
て
言
っ
た
、「
挙
子
の
経
義
、
論
、
策
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
程
式

が
ご
ざ
い
ま
す
。
近
頃
、
文
体
は
奇
矯
に
な
り
、
旧
来
の
決
ま
り
は
度
々
変
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
年
よ
り
、
好
き
勝
手
に
軽
薄
な
文
章
を
書
き
、
文
体
を
壊

す
輩
は
、
す
べ
て
斥
け
て
お
取
り
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
に
。」
と
。
皇
帝
は
そ
れ
に

従
っ
た
。
会
試
が
す
で
に
終
わ
る
と
、
夏
公
は
ま
た
私
を
呼
ん
で
言
っ
た
、「
進
士

の
対
策
に
は
、
や
は
り
決
ま
っ
た
か
た
ち
が
あ
る
。
諸
生
に
諭
し
て
、
異
を
立
て
さ

せ
て
は
な
ら
ぬ
。」
と
。
私
は
言
っ
た
、「
承
知
致
し
ま
し
た
。」
と
。
挙
子
が
［
答

案
用
紙
を
］
受
領
す
る
際
に
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
伝
え
た
。
挙
子
は
み
な
、「
承

知
し
ま
し
た
。」
と
答
え
た
。
廷
試
が
終
わ
る
と
、
内
閣
は
［
第
一
甲
に
］
二
巻
の

答
案
を
取
る
こ
と
に
決
め
た
。
都
御
史
の
汪
鋐
（
字
は
宣
之
、
婺
源
の
人
、
弘
治

十
五
年
進
士
）
は
［
さ
ら
に
］
あ
る
答
案
を
手
に
取
る
と
、
大
い
に
驚
い
て
言
っ

た
、「
お
か
し
い
ぞ
。
ど
う
し
て
対
策
に
冒
語
が
無
い
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
の
か
。」

と
。
大
学
士
張
孚
敬
（
初
名
は
璁
、
字
は
秉
用
、
永
嘉
の
人
、
正
徳
十
六
年
進
士
）

は
手
に
と
っ
て
ざ
っ
と
目
を
通
し
て
言
っ
た
、「
こ
れ
は
破
格
で
は
あ
る
が
、
し
か

し
文
章
は
明
快
で
あ
り
、
御
覧
に
供
す
る
に
足
る
。」
と
。
か
く
て
前
の
二
つ
の
答

案
に
附
し
て
進
呈
し
た
。
皇
帝
は
こ
れ
を
御
覧
に
な
る
と
、
対
策
に
冒
語
が
無
い
者

を
第
一
位
に
抜
擢
し
た
。
そ
の
答
案
の
封
を
開
く
と
、
な
ん
と
林
大
欽
で
あ
っ
た
。

夏
公
は
び
っ
く
り
し
て
、
私
に
言
っ
た
、「
ど
う
し
て
先
の
言
葉
を
伝
え
て
諭
さ
な

か
っ
た
の
だ
。」
と
。
私
は
自
分
で
は
弁
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
大
欽
に
尋
ね
る

と
、［
彼
は
］
答
え
て
言
っ
た
、「
私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

聞
い
て
い
た
ら
、
ど
う
し
て
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。」
と
。
私
が
そ
こ
で

「
散
巻
簿
」
を
調
べ
る
と
、
大
欽
は
こ
の
日
は
来
て
お
ら
ず
、
次
の
日
に
［
答
案
用

紙
］
を
受
領
し
て
い
た
。
そ
こ
で
［
私
は
］
栄
進
に
は
運
命
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

人
が
阻
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
と
嘆
じ
た
。

　

『
状
元
全
考
』
幼
い
時
か
ら
聡
明
で
、
文
章
を
作
る
と
新
鮮
で
抑
揚
に
富
ん
で
お

り
、
翁
万
達
（
字
は
仁
夫
、
掲
陽
の
人
、
嘉
靖
五
年
進
士
）
は
一
見
し
て
彼
が
特
別

な
才
能
で
あ
る
と
見
抜
き
、
娘
婿
に
招
い
た
。
岳
父
の
誕
生
日
に
、
大
欽
は
対
聯
を
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一
対
書
い
て
祝
し
て
言
っ
た
、「
天
は
歳
月
を
増
し
人
は
寿
命
を
増
す
、
春
は
天
地

に
満
ち
て
福
は
堂
に
満
ち
る
」
と
。
一
語
一
語
の
趣
向
が
か
ら
り
と
し
て
お
り
、
翁

は
「
状
元
の
才
能
で
あ
る
。」
と
言
っ
た
。
大
欽
の
祖
父
の
葬
ら
れ
た
土
地
に
は
古

い
讖
が
あ
り
、「
五
鳳
山
頭
は
ま
だ
高
貴
で
は
な
い
が
、
鷓
鴣
が
飛
び
去
れ
ば
状
元

が
来
る
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
山
で
は
ま
だ
鷓
鴣
を
見
た
こ
と
は
な

く
、
非
常
に
不
吉
で
あ
る
の
で
、
人
々
は
敢
え
て
葬
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
鷓
鴣
［
の
よ
う
な
鳥
］
が
ど
う
し
て
飛
び
去
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

た
。［
し
か
し
］
欽
の
祖
父
は
古
讖
に
依
拠
し
て
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
夜
雷
雨

が
大
い
に
起
こ
り
、
そ
の
山
は
果
た
し
て
飛
び
去
る
か
の
よ
う
に
崩
落
し
た
。
な
ん

と
、
そ
の
父
が
授
か
っ
た
大
欽
が
状
元
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】
①
田
汝
成
記
…
…
田
汝
成
は
こ
の
時
、
礼
部
儀
制
清
吏
司
署
郎
中
事
主
事
で
、
印
巻

官
の
三
名
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。　

②
禮
部
尚
書
夏
言
知
貢
擧
…
…
会
試
の
知
貢
挙
官
は
、
礼

部
尚
書
と
侍
郎
が
務
め
た
。
当
時
の
礼
部
尚
書
は
夏
言
で
あ
っ
た
。
な
お
、
夏
言
の
上
奏
は
、

『
南
宮
奏
稿
』
巻
一
「
正
文
体
重
程
式
簡
考
官
以
収
真
才
疏
」
に
見
え
る
。　
　

③
夏
公
召
予

…
…
夏
言
は
、
殿
試
に
お
い
て
は
提
調
官
三
名
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。　
　

④
領
卷
…
…
殿
試

を
受
験
す
る
貢
士
は
、
あ
ら
か
じ
め
礼
部
に
赴
き
、
試
巻
に
押
印
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。　
　

⑤
內
閣
取
定
二
卷
…
…
内
閣
官
は
読
巻
を
終
え
た
あ
と
、
第
一
甲
三
名
の
候
補
を

選
び
、
そ
の
対
策
を
皇
帝
に
進
読
し
た
。『［
正
徳
］
明
会
典
』
巻
七
十
七
「
礼
部
三
十
六
・

学
校
二
・
科
挙
・
殿
試
事
例
」
に
、「
明
日
（
今
用
殿
試
後
二
日
）、
讀
卷
官
倶
詣
御
前
叩
頭

跪
。
內
閣
官
以
取
定
第
一
甲
三
名
試
卷
進
讀
。
讀
訖
、
御
筆
親
定
三
名
次
第
。
讀
卷
官
、
倶

叩
頭
。」
と
い
う
。　
　

⑥
都
御
史
汪
公
鋐
…
…
読
巻
官
十
七
名
の
内
の
一
人
。
官
は
都
察
院

右
都
御
史
掌
院
事
で
、
席
次
は
第
五
。　
　

⑦
冒
語
…
…
殿
試
の
対
策
の
冒
頭
に
置
か
れ
た

決
ま
っ
た
書
式
。　
　

⑧
大
學
士
張
孚
敬
…
…
吏
部
尚
書
兼
華
盖
殿
大
学
士
で
、
首
席
読
巻

官
。　
　

⑨
檢
散
卷
簿
…
…
恐
ら
く
、
礼
部
で
殿
試
受
験
用
の
試
巻
に
押
印
し
た
際
の
記
録

簿
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
銭
福
の
条
の
注
②
参
照
。　
　

⑩
狀
元
全
考
…
…
未
見
。　
　

⑪
天

增
歲
月
人
增
壽
～
…
…
（
訓
読
）「
天
は
歳
月
を
増
し
人
は
寿
を
増
す
、
春
は
乾
坤
に
満
ち
福

は
堂
に
満
つ
」　　

⑫
古
讖
…
…
讖
の
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
待
考
。

【
補
説
】
図
は
、
ど
の
場
面
で
あ
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
礼
部
で
試
巻
を
受

領
す
る
場
面
で
あ
ろ
う
か
。
象
の
絵
に
つ
い
て
も
文
章
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
よ
う
に
思

う
。

狀
元
韓
應
龍

嘉
靖
十
四
年
乙
未　

廷
試
許
榖
等
三
百
二
十
五
人
、
擢
韓
應
龍
第
一
。

按
、
韓
應
龍
、
字
汝
化
、
浙
江
餘
姚
人
。
年
三
十
八
、
官
脩
撰
、
未
期
年
卒
。　

狀

元
錄注
①

應
龍
在
庠
、
爲
邑
令
丘
養
浩
所
奇
、
久
不
偶
。
至
同
邑
陳
讓
解
元
作
推
於
紹

興注
②

、
養
浩
數
以
應
龍
語
之
。
甲
午
、
應
龍
不
錄
于
有
司
。
及
府
考注
③

、
陳
讓
操
柄
、
收

應
龍
考
之
。
及
折※

卷
、
首
卷
即
應
龍
、
遂
爲
相
知
、
果
連
登
第
。　

聖
上　

廷
試
策

題
皆
出　

宸
裏
、
不
假
臣
下
之
手注
④

。
是
歲
試
題注
⑤

、
欲
以
法
天
法
祖
立
意
、
惟
輔
臣
知

之
。
宗
伯
夏
言注
⑥

、
行
殿
廊
徧
觀
諸
進
士
策
冒
。
至
應
龍
、
見
其
冒
云
、
人
君
所
以
致

天
下
之
治
者
、
法
天
而
已
矣
。
所
以
保
天
下
之
治
者
、
法
祖
而
已
矣注
⑦

。
乃
發
一
笑
謂

之
曰
、
可
用
心
做
進
呈
。
果
第
一
。
應
龍
擧
鄕
薦
、
有
司
以
禮
賀
、
有
茘
子
圓
眼
偶

遺
於
地
者
、
數
日
發
生
成
樹
矣
。
時
皆
異
之
。　

義
命
編注
⑧

應
龍
家
甚
貧
、
樂
飲
酒
。

一
日
過
親
戚
家
、
大
醉
。
離
家
數
里
、
昏
夜
歩
歸
、
將
臨
危
橋
、
見
前
有
二
燈
照

之
、
行
且
云
、
送
狀
元
。
將
抵
家
、
忽
不
見
。
中
第
後
、
官
京
師
、
早
起
將
赴　

朝
、
坐
于
廳
事
、
忽
逝
。

【
校
勘
】「
折
」
は
、「
拆
」
の
誤
り
。
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嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
許
榖
（
字
は
仲
貽
、
上
元
の

人
）
等
三
百
二
十
五
人
で
あ
り
、
韓
応
龍
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
韓
応
龍
は
、
字
は
汝
化
、
浙
江
餘
姚
の
人
で
あ
る
。
年
は
三
十
八

で
、
修
撰
と
な
っ
て
、
一
年
も
た
た
ず
に
卒
し
た
。

　

『
状
元
録
』
応
龍
は
［
儒
学
に
］
在
学
中
は
、
知
県
の
丘
養
浩
（
字
は
以
義
、
晋

江
の
人
、
正
徳
六
年
進
士
）
に
才
能
を
評
価
さ
れ
た
が
、
長
い
こ
と
不
遇
で
あ
っ

た
。
同
郷
の
解
元
陳
讓
（
字
は
以
礼
、
嘉
靖
十
一
年
進
士
）
が
［
餘
姚
県
か
ら
］
紹

興
府
へ
と
［
生
員
の
］
推
挙
を
求
め
る
と
、
養
浩
は
度
々
応
龍
の
こ
と
を
彼
に
語
っ

た
。
嘉
靖
十
三
年
、
応
龍
は
役
人
か
ら
［
県
試
で
は
］
合
格
者
の
列
に
加
え
て
も
ら

え
な
か
っ
た
が
、
府
考
で
は
陳
讓
が
権
力
を
握
っ
て
お
り
応
龍
を
参
加
さ
せ
て
試
験

し
た
。
答
案
の
封
を
開
く
と
、
首
席
の
答
案
は
応
龍
の
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
［
陳

讓
か
ら
そ
の
才
能
を
］
見
い
だ
さ
れ
、［
そ
の
後
は
］
果
た
し
て
連
続
し
て
登
第
し

た
。
皇
帝
は
、
廷
試
の
制
策
を
自
ら
出
題
し
、
臣
下
の
手
を
借
り
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
年
の
出
題
は
、「
天
を
手
本
と
し
祖
法
を
手
本
と
す
る
」
と
い
う
主
旨
で

考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宰
相
だ
け
が
こ
れ
（
そ
の
内
容
）
を
知
っ
て
い
た
。
礼

部
尚
書
の
夏
言
は
、［
殿
試
の
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
］
宮
殿
の
廊
下
を
歩
き
な
が

ら
諸
進
士
の
対
策
の
冒
頭
部
分
を
遍
く
見
て
回
っ
た
。
応
龍
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
そ

の
冒
頭
を
見
る
と
、「
人
君
が
天
下
を
治
ま
っ
た
状
態
に
整
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

天
に
の
っ
と
る
だ
け
で
あ
る
。
天
下
の
政
治
を
安
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

祖
法
に
の
っ
と
る
だ
け
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
た
。
そ
こ
で
一
笑
し
て
彼
に
言
っ

た
、「
用
心
し
て
作
文
し
て
進
呈
す
る
が
よ
い
。」
と
。
果
た
し
て
、
第
一
位
と
な
っ

た
。
応
龍
が
郷
試
に
挙
げ
ら
れ
る
と
役
人
は
礼
物
を
持
っ
て
お
祝
い
に
訪
れ
、［
そ

の
礼
物
に
は
］
茘
枝
と
龍
眼
が
入
っ
て
お
り
［
そ
の
中
か
ら
］
偶
々
地
面
に
落
ち
た

も
の
が
、
数
日
し
て
芽
を
出
し
て
立
派
な
樹
に
な
っ
た
。
時
人
は
皆
こ
れ
を
不
思
議

に
思
っ
た
。

　

『
義
命
編
』
応
龍
は
家
が
非
常
に
貧
し
か
っ
た
が
、
酒
を
飲
む
こ
と
を
楽
し
み
と

し
た
。
あ
る
日
、
親
戚
の
家
を
訪
ね
た
時
、
大
い
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
。［
親
戚
の
家

か
ら
］
数
里
離
れ
た
と
こ
ろ
を
、
暗
い
夜
道
を
歩
い
て
帰
る
途
中
、
危
険
な
橋
に
さ

し
か
か
ろ
う
と
す
る
と
、
前
方
で
二
つ
の
灯
火
が
行
く
手
を
照
ら
し
て
く
れ
、
か

つ
、「
状
元
を
送
ろ
う
。」
と
い
う
声
が
し
た
。
も
う
す
ぐ
家
に
着
く
と
い
う
と
こ
ろ

で
［
灯
火
は
］
急
に
見
え
な
く
な
っ
た
。
及
第
の
後
、
京
師
で
官
職
に
就
き
朝
廷
に

出
仕
し
、
い
ざ
政
治
に
与
ろ
う
と
い
う
時
に
急
逝
し
た
。

【
注
】
①
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元
録
』
巻
四
。
字
句
の
省
略
等
、
若
干
の
異
同
は
あ

る
が
文
意
に
影
響
は
な
い
。　
　

②
作
推
於
紹
興
…
…
郷
試
参
加
者
を
選
抜
す
る
前
段
階
の

科
試
の
参
加
者
を
選
抜
す
る
過
程
で
、
知
府
が
知
県
に
成
績
優
秀
な
生
員
の
推
薦
を
求
め
た

こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。　
　

③
府
考
…
…
こ
こ
で
は
、
科
試
に
参
加
す
る
生
員
を
、

ま
ず
県
で
選
抜
し
、
つ
い
で
府
で
選
抜
し
た
際
の
、
府
考
を
言
う
よ
う
で
あ
る
。　
　

④
聖

上
廷
試
策
題
皆
出
宸
裏
不
假
臣
下
之
手
…
…
な
お
、
こ
の
科
の
進
士
対
策
は
、
通
常
の
第
一

甲
の
三
名
に
加
え
、
第
二
甲
の
九
名
の
も
の
を
あ
わ
せ
、
上
位
十
二
人
の
も
の
が
御
批
を
冠

し
て
「
登
科
録
」
に
程
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
程
文
の
前
に
は
嘉
靖
帝
が
読

巻
官
に
あ
て
て
書
い
た
上
諭
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
異
例
の
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
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『
嘉
靖
十
四
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）
参
照
。　
　

⑤
是
歲
試
題
…
…

『
嘉
靖
十
四
年
進
士
登
科
録
』
参
照
。　
　

⑥
宗
伯
夏
言
…
…
こ
の
時
、
礼
部
尚
書
翰
林
院
学

士
で
、
提
調
官
三
名
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。　
　

⑦
人
君
所
以
致
天
下
之
治
者
～
…
…
『
嘉
靖

十
四
年
進
士
登
科
録
』
参
照
。　
　

⑧
義
命
編
…
…
未
見
。

【
補
説
】
図
は
、『
義
命
編
』
の
内
容
に
基
づ
き
、
鬼
が
た
い
ま
つ
を
灯
し
て
酔
っ
て
帰
る
韓

応
龍
を
家
ま
で
送
る
様
子
を
描
い
た
も
の
。

狀
元
茅
瓚

嘉
靖
十
四※

年
戊
戌　

廷
試
袁
煒
等
三
百
二
十
人
。
擢
茅
瓚
第
一
。

按
、
茅
瓚
、
字
邦
獻
、
號
見
滄
、
浙
江
錢
塘
人
。
少
有
氣
節
。
嘗
讀
書
於
寶
覺
寺注
①

、

借
山

舊
屋
居
之
、
始
至
夜
雷
雨
大
作
崕
崩
、
自
謂
此
身
莫
知
所
向
矣
。
詰
明
起
視

之
、
屋
右
崩
崕
數
十
丈
、
獨
所
居
儼
然
無
恙
。
巖
端
露
出
石
刻
見
滄
二
大
字
云
、
是

宋
理
宗注
②

所
書
、
乃
其
前
所
取
號
也
。
中
時
、
家
中
一
厨
碗
倶
有
露
、
如
雷
一
聲
碎
者

居
半
。
人
皆
曰
、
必
有
奇
禍
。
俄
而
狀
元
報
至
。
未
知
果
何
謂
也
。　

年
三
十
及
第

授
脩
撰
、
甲
辰
同
考
會
試
。
以
總
裁
闕
一
人
奉　

旨
撰
後
序注
③

。
登
第
纔
六
年
縉
紳
榮

之
。

【
校
勘
】「
四
」
は
、「
七
」
の
誤
り
。

　

嘉
靖
十
七
年
（
一
五
三
八
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
袁
煒
（
字
は
懋
中
、
慈
谿
の

人
）
等
三
百
二
十
人
で
あ
り
、
茅
瓚
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
茅
瓚
は
、
字
は
邦
献
、
号
は
見
滄
、
浙
江
銭
塘
の
人
で
あ
る
。
幼
い

頃
か
ら
気
節
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
宝
覚
寺
で
読
書
を
し
た
時
、
山
頂
の
旧
屋
を
借
り

て
そ
こ
に
住
ま
う
こ
と
に
し
た
。［
と
こ
ろ
が
］
最
初
の
夜
に
、
激
し
い
雷
雨
が
お

こ
っ
て
崖
が
崩
れ
た
た
め
、
ど
こ
へ
も
避
難
の
し
よ
う
が
な
い
と
思
っ
た
。
翌
朝
起

き
て
そ
の
現
場
を
見
る
と
、
建
物
の
右
の
崖
が
数
十
丈
に
わ
た
っ
て
崩
れ
て
い
た

が
、［
自
分
が
］
居
る
場
所
だ
け
が
整
然
と
し
て
無
事
で
あ
っ
た
。
巌
の
は
し
の
方

に
は
「
見
滄
」
と
い
う
大
き
な
二
字
の
石
刻
が
現
れ
、［
傍
ら
に
］「
こ
れ
は
宋
の
理

宗
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
（
見
滄
）
は
先
に
自
ら
の
号

と
し
た
名
称
で
あ
っ
た
。
合
格
し
た
時
、
家
の
中
で
厨
房
中
の
茶
碗
が
す
べ
て
結
露

し
、
雷
の
よ
う
な
音
が
し
た
と
た
ん
そ
の
半
ば
が
砕
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

人
々
は
み
な
言
っ
た
、「
き
っ
と
思
い
が
け
な
い
災
難
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
。
し

ば
ら
く
し
て
状
元
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
三
十
歳
で
及
第
し
修
撰
を
授
か
り
、
嘉
靖
二
十
三
年
会
試
の
同
考

官
を
務
め
た
。［
こ
の
時
］
主
考
官
の
一
人
を
欠
い
た
た
め
聖
旨
を
う
け
た
ま
わ
っ



『明状元図考』訳注（稿）　三（ 51 ）

て
「
会
試
録
」
の
「
後
序
」
を
執
筆
し
た
。
登
第
か
ら
わ
ず
か
六
年
目
の
こ
と
で
あ

り
、
士
大
夫
た
ち
は
名
誉
な
こ
と
だ
と
た
た
え
た
。

【
注
】
①
寶
覺
寺
…
…
杭
州
に
あ
っ
た
寺
の
名
。　
　

②
宋
理
宗
…
…
南
宋
の
第
五
代
皇
帝
。

　
　

③
總
裁
闕
一
人
奉
旨
撰
後
序
…
…
こ
の
年
の
会
試
は
礼
部
尚
書
兼
翰
林
院
学
士
張
潮

（
内
江
の
人
）
と
左
春
坊
左
庶
子
江
汝
璧
（
貴
渓
の
人
）
が
主
考
試
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
こ

の
時
、
張
潮
は
貢
院
に
入
っ
て
第
三
場
が
終
わ
る
と
病
の
た
め
死
亡
し
て
い
る
。

【
補
説
】
図
は
、
宝
覚
寺
で
雷
雨
が
お
こ
っ
て
崖
が
崩
れ
、「
見
滄
」
の
石
刻
が
現
れ
た
場

面
。

狀
元
沈
坤

嘉
靖
二
十
年
辛
丑　

廷
試
林
樹
聲
等
二
百
九
十
八
人
、
擢
沈
坤
第
一
。

按
、
沈
坤
、
字
伯
載
、
號
十
洲
、
直
隷
太
河
人
。
系
出
崑
山
。
崑
山
、
自
衞
涇
至

坤
、
狀
元
凡
五
出注
①

矣
。
辛
卯
南
畿
鄕
試
、
與
李
春
芳
同
榜
。
後
丁
未
春
芳
亦
登
狀

元
。
一
榜
二
殿
元
、
罕
有
並
者
。
是
年
三
十
五
。　

廷
對
郊
廟
之
制注
②

詳
雅
擢
第
一
。

狀
元
奇
異
編注
③

嘗
夢
仙
以
藥
丸
食
之
、
醒
若
胸
中
有
物
、
而
一
室
異
香
撲
鼻
。　

狀
元

錄注
④

淮
安
一
郡
自
古
未
有
魁
天
下
者
、
有
之
自
坤
始
。
後
十
九
年
、
清
河
丁
士
美
繼
之
。

一
時
鼎
元注
⑤

相
接
、
淮
水
擁
秀
、
茲
其
期
乎
。
後
丁
外
艱
于
家
服
闋
、
未
赴
京
、
銓
曹注
⑥

擬
注
司
成
以
待
之
。
因
事
遂
困
囹
圄
之
阨
、
士
論
惜
之
。
先
是
、
童
謠
云
、
新
狀
元

入
朝
、
舊
狀
元
入
獄
。
士
美
登
科
、
坤
被
論
、
果
在
己
未
之
歲
。
榮
辱
禍
福
事
皆
前

定
、
豈
人
所
能
趨
避
乎
。

　

是
科
兄
弟
同
科
者
、
杭
州
沈
洪
範
、
洪
濛
、
宜
興
萬
士
亨
、
士
和
、
餘
姚
宋
大

勺
、
大
武
、
陳
陛※

、
陳
墀
、
皆
同
胞
也
。
豈
不
盛
哉
。
餘
姚
一
縣
二
姓
一
時
四
進

士
、
豈
不
尤
異
乎
。

【
校
勘
】「
陛
」
は
、「
陞
」
の
誤
り
。

　

嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
林
樹
声
（
字
は
与
吉
、
嘉
定

の
人
）
等
二
百
九
十
八
人
で
あ
り
、
沈
坤
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
沈
坤
は
、
字
は
伯
載
、
号
は
十
洲
、
直
隷
太
河
の
人
で
あ
る
が
、
そ

の
家
系
は
崑
山
の
出
で
あ
る
。
崑
山
は
衛
涇
か
ら
坤
に
至
る
ま
で
、
全
部
で
五
人
の

状
元
を
出
し
て
い
る
。
嘉
靖
十
年
の
応
天
府
郷
試
で
は
、
李
春
芳
（
嘉
靖
二
十
六
年

の
条
参
照
）
と
同
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
嘉
靖
二
十
六
年
、
春
芳
も
ま
た
状
元
で

登
第
し
た
。
一
度
の
郷
試
で
二
人
の
状
元
が
出
る
の
は
、
滅
多
に
無
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
郊
廟
の
制
度
に
つ
い
て
書
い
た
殿
試
の
対
策
は

詳
細
か
つ
典
雅
で
、
第
一
位
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

『
状
元
奇
異
編
』
か
つ
て
仙
人
が
薬
丸
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
夢
を
見
、
目
が
覚

め
る
と
、
胸
中
に
何
か
が
あ
る
感
じ
が
し
、
部
屋
の
中
で
は
不
思
議
な
香
り
が
鼻
を

つ
い
た
。

　

『
状
元
録
』
淮
安
郡
は
昔
か
ら
状
元
を
出
し
て
お
ら
ず
、
坤
が
最
初
の
状
元
で

あ
っ
た
。
後
、
十
九
年
し
て
清
河
の
丁
士
美
（
字
は
邦
彦
）
が
そ
れ
に
続
い
た
。
同

じ
時
期
に
科
挙
の
首
席
が
相
続
い
た
の
で
、
淮
水
［
一
帯
に
］
は
秀
才
が
集
ま
る
こ

と
が
、
こ
こ
か
ら
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
丁
は
父
親
を
亡
く
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し
て
郷
里
で
喪
に
服
し
、
終
わ
る
と
、
ま
だ
京
師
に
赴
く
前
に
、
吏
部
の
長
官
は
司

成
の
職
を
与
え
る
準
備
を
し
て
待
っ
て
い
た
。［
し
か
し
］
あ
る
事
件
に
よ
り
牢
獄

に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
災
厄
に
遭
い
、
士
人
達
は
彼
の
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。
そ
れ
に

先
だ
っ
て
、
童
謡
に
、「
新
ら
し
い
状
元
が
入
朝
す
る
と
、
古
い
状
元
は
入
獄
す
る
」

と
歌
わ
れ
て
い
た
。
士
美
が
登
第
し
て
、
坤
が
罪
を
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
果
た
し
て

嘉
靖
三
十
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
栄
辱
と
禍
福
の
事
柄
は
全
て
あ
ら
か
じ
め
定

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
人
が
避
け
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

こ
の
科
で
兄
弟
と
も
に
及
第
し
た
者
は
、
杭
州
の
沈
洪
範
（
字
は
錫
卿
）、
洪
濛

（
字
は
元
卿
）、
宜
興
の
万
士
亨
（
字
は
思
通
）、
士
和
（
字
は
思
節
）、
餘
姚
の
宋
大

勺
（
字
は
道
成
）、
大
武
（
字
は
文
成
）、
陳
陞
（
字
は
晋
甫
）、
陳
墀
（
字
は
宣
甫
）

ら
で
あ
り
、
全
て
同
腹
で
あ
っ
た
。
な
ん
た
る
盛
事
で
あ
ろ
う
。
餘
姚
一
県
で
、
二

姓
が
同
時
に
四
人
の
進
士
を
出
し
た
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。

【
注
】
①
崑
山
自
衞
涇
至
坤
狀
元
凡
五
出
矣
…
…
五
人
と
は
、
宋
の
衛
涇
、
明
の
毛
澄
（
弘

治
六
年
）、
朱
希
周
（
同
九
年
）、
顧
鼎
臣
（
弘
治
十
八
年
）、
そ
し
て
沈
坤
で
あ
る
。　
　

②

廷
對
郊
廟
之
制
…
…
制
策
、
対
策
と
も
に
『
嘉
靖
二
十
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙

録
選
刊
）
参
照
。　
　

③
狀
元
奇
異
編
…
…
未
見
。　
　

④
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元

録
』
巻
四
。「
茲
其
期
乎
」
と
「
後
丁
外
艱
」
の
間
に
か
な
り
の
省
略
が
あ
る
他
、
字
句
に
若

干
の
異
同
が
あ
る
。　
　

⑤
鼎
元
…
…
殿
試
の
第
一
甲
の
三
名
（
状
元
、
榜
眼
、
探
花
）
を

言
う
。　
　

⑥
銓
曹
…
…
官
員
の
選
抜
を
行
う
部
門
の
長
官
。
吏
部
尚
書
の
こ
と
を
指
す
か
。

【
補
説
】
図
は
、『
状
元
奇
異
編
』
の
内
容
を
描
い
た
も
の
。

狀
元
秦
鳴
雷

嘉
靖
二
十
三
年
甲
辰　

廷
試
瞿
景
淳
等
三
百
七
十
人注
①

、
擢
秦
鳴
雷
第
一
。

按
、
鳴
雷
、
字
子
豫
、
號
華
峰
、
浙
江
臨
海
人
。
年
二
十
七
登
第
。
父
文
參
政
、
兄

鳴
夏
右
春
坊
。　

狀
元
錄注
②

年
十
四
時
就
傅
。
一
寺
中
、
適
有
召
箕
者
、
箕
忽
自
運
作

字
云
、
門
外
有
甲
辰
狀
元
秦
鳴
雷
、
可
請
至
。
時
鳴
雷
、
方
自
家
歩
至
舘注
③

、
箕
徑
飛

至
寺
門
外
、
摳
其
衣
袖
而
入
。
此
後
常
夢
騎
馬
※
上
天
門
。　

是
科
吳
情
先
定
狀

頭
、
因
吳
字
北
音
曰
無
、　

聖
上
曰
、
無
情
豈
宜
居
第
一
。
正
猶
豫
時
、
忽
高
懸
殿

旛
結
雷
字
。
故　

聖
意
欲
得
雷
姓
爲
首
、
遍
榜
中
覓
之
、
無
有
。
得
鳴
雷
、
即
擢

之
、
乃
以
吳
爲
探
花
。

【
校
勘
】「
飛
」
の
字
を
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
四
四
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
瞿
景
淳
（
字
は
師
道
、
号

は
昆
湖
、
常
熟
の
人
）
等
三
百
七
十
人
で
あ
り
、
秦
鳴
雷
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
鳴
雷
は
、
字
は
子
豫
、
号
は
華
峰
、
浙
江
臨
海
の
人
で
あ
る
。

二
十
七
歳
で
登
第
し
た
。
父
の
文
（
字
は
従
簡
、
弘
治
六
年
進
士
）
は
参
政
、
兄
の

鳴
夏
（
字
は
子
升
、
嘉
靖
十
一
年
進
士
）
は
右
春
坊
で
あ
っ
た
。

　

『
状
元
録
』
十
四
歳
の
時
、
塾
師
に
就
い
て
学
ん
だ
。
あ
る
寺
の
中
で
、
た
ま
た

ま
ち
り
と
り
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
と
、
ち
り
と
り
が
勝
手
に
動
い
て
、「
門
外
に
甲
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辰
の
状
元
秦
鳴
雷
が
い
る
の
で
、
招
き
入
れ
る
べ
し
。」
と
字
を
描
い
た
。
こ
の
時

鳴
雷
は
、
ち
ょ
う
ど
家
か
ら
歩
い
て
塾
に
行
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
ち
り
と
り
が

寺
の
門
の
外
に
真
っ
直
ぐ
飛
ん
で
行
き
、
彼
の
衣
の
袖
を
掲
げ
て
［
寺
の
門
に
招

き
］
入
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
常
に
馬
に
跨
っ
て
上
天
の
門
に
飛
ん
で
行
く
夢
を
見

た
。

　

こ
の
科
で
は
呉
情
（
字
は
以
中
、
無
錫
の
人
）
が
当
初
は
状
元
に
決
ま
っ
て
い
た

が
、
呉
と
い
う
字
の
北
方
音
が
「
無
」［
と
同
じ
］
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
は
、

「『
無
情
』
を
ど
う
し
て
第
一
位
に
す
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」
と
言
っ
て
、
た

め
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、
た
ち
ま
ち
高
所
に
掛
か
っ
た
殿
旗
が
［
ひ
る
が
え
っ
て
］

「
雷
」
と
い
う
字
を
描
い
た
。
そ
れ
で
皇
帝
の
気
持
ち
と
し
て
は
雷
と
い
う
姓
の
者

を
状
元
に
し
た
く
て
、
あ
ま
ね
く
合
格
者
一
覧
を
探
し
て
み
た
が
、［
雷
姓
の
者
は
］

い
な
か
っ
た
。［
し
か
し
な
が
ら
］
鳴
雷
［
と
い
う
名
］
を
見
つ
け
出
し
た
の
で
、

た
だ
ち
に
彼
を
［
状
元
に
］
抜
擢
し
、
そ
し
て
呉
を
探
花
と
し
た
。

【
注
】
①
三
百
七
十
人
…
…
『
嘉
靖
二
十
三
年
進
士
登
科
録
』（
天
一
閣
明
代
科
挙
録
選
刊
）

に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
進
士
は
三
百
十
二
名
で
あ
っ
た
。　
　

②
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科

状
元
録
』
巻
四
。
続
く
逸
話
を
省
略
し
て
い
る
が
、
引
用
部
分
に
字
句
の
異
同
は
無
い
。　

　

③
舘
…
…
私
塾
の
こ
と
を
言
う
。

【
補
説
】
図
は
、
秦
鳴
雷
が
馬
に
跨
っ
て
天
の
門
に
登
る
夢
を
見
て
い
る
場
面
。

狀
元
李
春
芳

嘉
靖
二
十
六
年
丁
未　

廷
試
、
胡
正
蒙
等
三
百
一
人
、
擢
李
春
芳
第
一
。

按
、
春
芳
、
字
子
實
、
號
石
麓
、
直
隷
興
化
人
。
年
三
十
八
及
第
。
狀
元
錄注
①

爲
人
和

易
淳
雅
、
與
人
交
有
情
。　

廷
試
後
、
同
志
集
飲
於
寓
、
有
白
云
、
某
堂
上
遣
官

至
、
延
之
入
内
與
語
而
別
。
人
皆
知
來
報
傳
臚
之
信注
②

、
客
皆
賀
之
。
坦
然
曰
、
謂
拙

卷
亦
與
進　

呈
之
列注
③

耳
。
神
色
不
動
。
人
稱
其
雅
度
。
又
甲
午
秋
、
有
士
子
赴
鄕

試
、
題
詩
于
讀
書
之
屋
、
而
行
尾
句
云
、
明
歲
看
花
三
月
麗
、
滿
城
桃
李
先
春
芳注
④

、

葢
自
寓
耳
。
明
年
春
榜注
⑤

、
李
春
芳
作
狀
元
、
此
詩
爲
之
讖
也
。

　

嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
殿
試
に
臨
ん
だ
士
人
は
胡
正
蒙
（
字
は
正
伯
、
餘

姚
の
人
）
等
三
百
一
人
で
あ
り
、
李
春
芳
を
第
一
位
に
選
ん
だ
。

　

考
え
る
に
、
春
芳
は
、
字
は
子
実
、
号
は
石
麓
、
直
隷
興
化
の
人
で
あ
る
。

三
十
八
歳
で
及
第
し
た
。

　

『
状
元
録
』
人
柄
は
穏
や
か
で
純
朴
高
雅
、
人
と
交
わ
っ
て
は
人
情
に
厚
か
っ

た
。
廷
試
の
後
、
同
志
が
宿
に
集
ま
っ
て
飲
ん
で
い
る
と
、「
某
長
官
が
役
人
を
遣

わ
し
て
き
ま
し
た
。」
と
言
う
の
で
、
内
に
招
き
入
れ
て
話
を
し
て
か
ら
別
れ
た
。

み
な
の
者
は
伝
臚
の
通
知
を
届
け
に
来
た
の
が
わ
か
っ
た
の
で
、
客
は
揃
っ
て
お
祝

い
を
言
っ
た
。［
す
る
と
、
春
芳
は
］
平
然
と
し
て
、「
私
の
答
案
も
［
皇
帝
に
］
進

呈
す
る
答
案
の
列
に
加
え
ら
れ
た
だ
け
だ
。」
と
言
い
、
態
度
や
表
情
に
変
化
が
な

か
っ
た
。
人
々
は
彼
の
品
の
あ
る
態
度
を
た
た
え
た
。
ま
た
、
嘉
靖
十
三
年
の
秋
、
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受
験
生
が
郷
試
に
赴
く
際
、
勉
学
に
励
ん
だ
学
舎
［
の
壁
］
に
詩
を
題
し
て
か
ら
出

発
し
た
。［
彼
が
作
っ
た
詩
の
］
尾
聯
に
は
、「
明
年
花
を
眺
め
る
で
あ
ろ
う
三
月
の

麗
し
い
頃
、
街
中
の
桃
李
の
花
は
真
っ
先
に
春
の
芳
し
い
香
り
を
は
な
つ
で
あ
ろ

う
」
と
あ
っ
た
。
思
う
に
自
ら
の
気
持
ち
を
寓
し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の
春
の
試
験

で
、
李
春
芳
が
状
元
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
詩
が
予
兆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】
①
狀
元
錄
…
…
『
皇
明
歴
科
状
元
録
』
巻
四
。
字
句
に
異
同
は
無
い
。　
　

②
來
報

傳
臚
之
信
…
…
「
傳
臚
之
信
」
と
い
う
の
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

状
元
は
、
伝
臚
の
儀
式
の
際
に
、
特
別
な
役
割
が
多
々
あ
っ
た
の
で
事
前
に
様
々
な
準
備
が

必
要
で
あ
っ
た
。　
　

③
與
進
呈
之
列
…
…
第
一
甲
の
三
名
の
答
案
は
、
閣
老
が
文
華
殿
で

皇
帝
に
進
読
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
林
大
欽
の
条
の
注
⑤
参
照
。　

　

④
明
歲
看
花
三
月
麗
、
滿
城
桃
李
先
春
芳
…
…
（
訓
読
）「
明
歳
花
を
看
る
三
月
の
麗
、
満

城
の
桃
李
に
先
ず
春
芳
あ
り
」　　

⑤
春
榜
…
…
こ
こ
で
は
殿
試
の
こ
と
。

【
補
説
】
図
は
、
友
人
と
酒
を
飲
ん
で
い
る
際
に
、
殿
試
の
捷
報
が
届
く
様
子
を
描
い
た
も

の
。

［
附
記
］
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
）

「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成―

―

寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創 

生―
―

」（
領
域
代
表
：
東
京
大
学
・
小
島
毅
）
の
（A

01-02

）「
中
国
科
挙
制
度
か
ら
み
た

寧
波
士
人
社
会
の
形
成
と
展
開
」（
研
究
代
表
者
：
早
稲
田
大
学
・
近
藤
一
成
） 
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


